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１）メインメニュー 

… システムの起動時に表示される、在庫管理システムの主となるメニューです。 

 

 

 

１．表示されているボタンをクリックするか、または画面右下部の「処理 No」に、ボタンに 

表示されている番号を入力する事で各処理の画面を開きます。 

 

01：仕入入力     仕入伝票の登録、更新を行います。 

02：商品変更     すでに登録してある商品情報を変更することができます。 

04：展示会持出入力  展示会への持出伝票の登録、更新を行います。 

05：委託入力     委託伝票の登録、更新を行います。 

06：売上入力     売上伝票の登録、更新を行います。 

07：加工入力     登録商品を加工する場合の伝票を登録します。 

08：分解入力     登録商品を分解する場合の伝票を登録します。 

09：仕上り入力    仕上げを行う商品を登録します。 

 

10：商品照会     登録商品の詳細情報を照会します。 

 

 30：日次帳票     日次帳票メニュー画面を開きます。 
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 40：随時帳票     随時帳票メニュー画面を開きます。 

 42：月次帳票     月次帳票メニュー画面を開きます。 

 44：売掛・買掛帳票  売掛・買掛帳票メニュー画面を開きます。 

 

 50：棚卸処理     棚卸に関するメニュー画面を開きます。 

 60：更新処理     更新に関するメニュー画面を開きます。 

 70：マスタ登録    マスタ登録に関するメニュー画面を開きます。 

  80：地金在庫     地金管理に関するメニュー画面を開きます。 

 

 90：バックアップ   登録されている全てのデータを MO にバックアップします。 

 99：システム終了   本システムを終了します。 
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01：仕入入力 

 

 

１．伝票番号    登録または更新する仕入伝票の伝票番号を入力してください。 

該当する伝票がない場合は画面左上部に「新規」、該当する伝票がある 

場合は「修正」と表示されます。 

尚、何も入力せずに先の項目に進んだ場合は、登録時に自動的に現在の 

最後の番号に１を足した番号が割り振られます。 

 

２．取引区分    この伝票での取引を数値で入力してください。 

尚、入力値は １ ＝ 仕入，２ ＝ 返品，３ ＝ 受託，４ ＝ 受返 

となります。 

 

３．仕入先名    登録する仕入先について、マスタ登録されている仕入先コードを 

入力してください。該当する仕入先がある場合は隣の欄に、仕入先の 

名称が表示されます。また、該当する仕入先がない場合は該当なしを 

伝えるメッセージが表示されます。 

 

４．入力担当者   登録する担当者のコードを入力してください。 

該当する担当者がある場合は隣の欄に、担当者の名称が表示されます。 

また、該当する担当者がない場合は該当なしを伝えるメッセージが 

表示されます。 
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５．伝票日付    登録する仕入伝票の日にちを日付形式(※)で入力してください。 

※ 日付形式例） 04/06/11 

 

 

 

 

６．仕入先伝番   登録する仕入先の伝番を入力してください。 

 

７．区分      予約登録する区分を入力してください。 

尚、入力値は 

 取引区分:1(仕入)の場合 

S:仕切，０:製品，１:半製品，２:地金，９:在庫管理なし 

           取引区分:3(受託)の場合 

            8:受託 

           取引区分:2(返品)，4(受返) 

            不要 

となります。 

 

8．開始 No     予約登録する開始 No が表示されています。 

 

9．予約数     予約する件数を入力してください。 

 

10．登録ボタン   画面上部の登録ボタンは、画面上部の伝票の基本的な情報（明細を除く） 

を登録します。伝票が新規の場合、または更新時情報に変更があった 

場合のみ使用できるようになります。 

 

11．行       登録する商品の伝票内での行番号を入力してください。 

          尚、画面下部の登録ボタンをクリックした場合のみ、新規，更新に 

          関係なく自動的に次の行番号が表示されます。 

 

12．在庫区分    仕入を行った商品の区分を入力してください。 

尚、入力値は 

 取引区分:1(仕入)の場合 

S:仕切，０:製品，１:半製品，２:地金，９:在庫管理なし 

※S:仕切を指定した場合、受託登録されている商品番号を 

指定してください。 

           取引区分:3(受託)の場合 

            8:受託 

           取引区分:2(返品)，4(受返) 

            不要 

となります。 

 

西暦 

(下 2 桁) 

日 月 
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また、在庫区分により商品番号の入力範囲が異なります。 

０、９の場合 00001～89999 までの範囲 

１の場合   90001～99899 までの範囲 

２の場合   99900～99999 までの範囲 

(※２の場合、商品番号下 2 桁は地金コードの値を入力してください。) 

 

13．商品番号    登録する商品の商品コードおよび商品番号（在庫区分により 

入力値が異なる）を入力してください。 

          ３つの入力欄は、左から順番に 

「商品コード」「商品番号」「商品番号（子番）」 

と並んでいます。該当する商品がある場合は以降の欄に、入力商品の 

情報が表示されます。また、該当するものがない場合はそれぞれ 

該当なしを伝えるメッセージが表示されます。 

 

尚、商品コードの形式は下記のようになっています。 

・商品コード形式例 ） P DA LR 

 

 

 

   ※実際の商品コードには、各々の間にスペースは入りません。 

 

14．地金名     地金コードを入力してください。(１桁) 

 

15．品種名     品種コードを入力してください。(２桁) 

 

16．中石, 脇石，付属石 

      それぞれ石コードを入力してください。（２桁） 

 

17．中石(石目)，脇石(石目)，付属石(石目) 

          登録する商品の各々の情報を入力してください。 

          小数点以下第三位まで入力できます。 

          尚、中石(石目)は、中石の石区分が 0 の場合、入力可能です。 

 

18．モデル名    中石の石区分が Z:時計の場合、入力可能です。 

 

19．按分      按分処理を行うかの有無を設定します。 

          尚、入力には条件があり 

            １．取引区分が仕入，２．数量が整数 

          上記を満たした場合、按分処理を行うことができます。 

入力値 １：按分 

 

 

地金 種類（２桁） 石 

(２桁) 
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20．保証書区分   保証書区分を入力してください。 

尚、入力値は １:鑑別，２:鑑定，３:ｿｰﾃｨﾝｸﾞ，４:保証書， 

５:保証書･ケース，６:ケース となります。 

 

21．数量，単価，金額，掛率，札値，グレード， 

保証書 No，デザイン，重量，長さ，備考(1～3) 

          登録する商品の各々の情報を入力してください。 

          重量につきましては、小数点以下第二位まで入力できます。 

 

22．登録(F1)ボタン 画面下部の登録ボタンは、伝票の明細行（画面下部で入力する商品に関 

する情報１行分）を登録します。 

           

23．行削除ボタン  画面下部の明細行欄に表示されている商品を、現在の伝票から 

削除します。尚、実際に在庫のある商品が表示されている場合のみ、 

このボタンが使用できるようになります。 

          また、このボタンをクリックすると下記のメッセージが 

表示されますので、よろしければ「OK」をクリックしてください。 

削除を取り消す場合は「キャンセル」をクリックしてください。 

 

 

24．伝票削除ボタン 現在画面に表示されている伝票を削除します。 

このボタンをクリックするとパスワード入力画面が表示されます。 

 

 

 

パスワード入力後下記のメッセージが表示されますので、 

よろしければ「OK」をクリックしてください。削除を取り消す場合は 

「キャンセル」をクリックしてください。 
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25．伝票終了 / 終了ボタン 

          仕入伝票の入力画面を終了し、メニューに戻ります。 

          尚、画面を開いた状態ではボタンの表示は「終了」ですが、新規入力で 

伝票を登録するか、または伝票を更新する場合にボタンの表示が 

「伝票終了」に変わります。 

          ボタンの表示が「伝票終了」の時にクリックすると現在入力中の伝票の 

処理を終了し、値札の印刷が可能です。 

「終了」の時にクリックすると入力画面を閉じてメニューに戻ります。 

 

※ 画面下部の表示について … 

 画面の最下部に、入力の際の「補助的情報」を表示するメッセージ欄があります。 

 

表示されるメッセージの例 ） 

例１ … 「１：仕入，２：返品，３：受託，４：受返」 

     入力することができる値の範囲およびその意味を表示しています。 

     この場合、情報欄に記載されている値以外は入力することができません。 

 

例２ … 「スペース：検索」 

     このような表示がある場合、スペースキーを押下することにより入力欄の 

     一覧画面を表示することができます（下記の例図参照）。 

     この一覧画面より、必要な項目を選択し「Enter」キーを押下する事で、選択された 

項目が画面に入力されます。 

 一覧画面 



 － 12 － 

     また、単純な一覧画面だけではなく下記のように、検索条件を指定することにより 

一覧を絞り込むことができる画面があります。 

この画面の場合も基本的には通常の一覧画面と同じですが、必要がある場合、検索 

ボタンの左脇の入力欄に「一覧を絞り込む条件」を入力し、検索ボタンを 

クリックしてください。 

入力した検索条件に合う「情報が絞り込まれた一覧画面」が表示されます。 

 

一覧を絞り込むことができる画面 
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02：商品変更 

 

 

１．備考 1 より商品を検索 

          備考 1 から登録されている商品情報を取得します。 

 

２．商品番号    変更する商品の商品コードおよび商品番号を入力してください。 

          ３つの入力欄は、左から順番に 

「商品コード」「商品番号」「商品番号（子番）」 

と並んでいます。該当する商品がある場合は以降の欄に、入力商品の 

情報が表示されます。また、該当するものがない場合はそれぞれ 

該当なしを伝えるメッセージが表示されます。 

          ※ 商品番号（子番）は本画面では参照のみとなります。 

 

３．在庫区分    在庫区分を表示します。本画面では参照のみとなります。 

 

４．地金名     地金コードを入力してください。(１桁) 

 

５．品種名     品種コードを入力してください。(２桁) 

 

６．中石, 脇石，付属石 

      それぞれ石コードを入力してください。（２桁） 
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７．中石(石目)，脇石(石目)，付属石(石目) 

          登録する商品の各々の石目を入力してください。 

          小数点以下第三位まで入力できます。 

          尚、中石(石目)は、中石の石区分が 0 の場合、入力可能です。 

 

８．モデル名    中石の石区分が Z:時計の場合、入力可能です。 

 

９．保証書区分   保証書区分を入力してください。 

尚、入力値は １:鑑別，２:鑑定，３:ｿｰﾃｨﾝｸﾞ，４:保証書， 

５:保証書･ケース，６:ケース となります。 

 

10．数量，単価，金額，掛率，札値，グレード， 

保証書 No，デザイン，重量，長さ，備考(1～3) 

          登録する商品の各々の情報を入力してください。 

          重量につきましては、小数点以下第二位まで入力できます。 

 

11．開始場所    値札の印刷開始位置を指定します。 

尚、左側が用紙の「行」数，右側が用紙「列」数を表しています。 

 

12．種類      値札の種類を入力します。 

          尚、入力値は １：通常，２：展示会，３：小札，４：通常(旧) 

          となります。 

 

13．展示会名    種類で ”２：展示会”を指定した場合のみ、展示会名の指定が可能です。 

 

14．登録(F1)ボタン 画面下部の登録ボタンは、伝票の明細行（画面下部で入力する商品に 

関する情報１行分）を登録します。 

 

15．印刷(F5)ボタン 変更を行った商品(画面上リスト)の値札印刷を行います。 

 

16．プレビュー(F8)ボタン 

 変更を行った商品(画面上リスト)の値札を画面表示します。 

 

17．終了(F12)ボタン 

   商品変更画面を終了し、メニューに戻ります。 

 

※ 付属石名下部の入力欄について … 

 付属石名を入力する欄の下に、左から順に「商品の登録日付、仕入先名、伝票区分、 

伝票号、行番号」を表示する箇所があります。 

これらは本画面では参照のみで、この箇所での変更はできません。 
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04：展示会持出入力 

 
 

１．伝票番号    登録または更新する持出伝票の伝票番号を入力してください。 

該当する伝票がない場合は画面左上部に「新規」、該当する伝票がある 

場合は「修正」と表示されます。 

尚、何も入力せずに先の項目に進んだ場合は、登録時に自動的に現在の 

最後の番号に１を足した番号が割り振られます。 

 

２．取引区分    この伝票での取引を数値で入力してください。 

尚、入力値は １ ＝ 持出，２ ＝ 返品 となります。 

 

３．展示会名    登録する展示会コード(展示会情報登録にて別途登録が必要)を 

入力してください。該当する展示会がある場合は隣の欄に、展示会の 

名称が表示されます。また、該当する展示会がない場合は該当なしを 

伝えるメッセージが表示されます。 

 

４．入力担当者   登録する担当者のコードを入力してください。 

該当する担当者がある場合は隣の欄に、担当者の名称が表示されます。 

また、該当する担当者がない場合は該当なしを伝えるメッセージが 

表示されます。 

 

５．登録日付    登録する持出伝票の日にちを日付形式で入力してください。 
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６．開始日、終了日 登録する展示会についての開始日および終了日を、日付形式で 

入力してください。 

 

７．登録ボタン   画面上部の登録ボタンは、画面上部の伝票の基本的な情報（明細を除く） 

          を登録します。伝票が新規の場合、または更新時情報に変更があった 

          場合のみ使用できるようになります。 

 

８．行       表示または登録する商品の伝票内での行番号を入力してください。 

          また、伝票を更新する場合、こちらの行番号を入力することで 

登録されている商品の情報を以降の欄に表示します。 

          尚、画面下部の登録ボタンをクリックした場合のみ、新規，更新に 

関係なく自動的に次の行番号が表示されます。 

 

９．商品番号    登録する商品の商品番号を入力してください。 

          ３つの入力欄は、左から順番に 

「商品コード」「商品番号」「商品番号（子番）」 

と並んでいます。 

新規の行を追加する場合、商品番号を入力することで該当する商品が 

登録されている場合は以降の欄に商品の情報が表示されます。 

          尚、伝票を更新する場合、すでにある行の情報は変更できません。 

 

10．地金名、品種名、中石名、数量、原価、札値、掛率、特価、売価 

          登録する商品の各々の情報が表示されます。 

尚、地金名、品種名、中石名、札値は参照のみです。 

また、特価は値札印刷時に特価表示されます。 

 

11．登録(F1)ボタン 現在、画面下部に表示されている商品を登録します。 

  

12．行削除ボタン  画面下部の明細行欄に表示されている商品を、現在の伝票から 

削除します。尚、取引が返品または持出の残数がある商品が 

表示されている場合のみ、このボタンが使用できるようになります。 

          また、このボタンをクリックすると下記のメッセージが 

表示されますので、よろしければ「OK」をクリックしてください。 

削除を取り消す場合は「キャンセル」をクリックしてください。 
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13．伝票削除ボタン 現在画面に表示されている伝票を削除します。 

このボタンをクリックするとパスワード入力画面が表示されます。 

 

 

 

パスワード入力後下記のメッセージが表示されますので、 

よろしければ「OK」をクリックしてください。削除を取り消す場合は 

「キャンセル」をクリックしてください。 

 

 
 

14．伝票終了 / 終了ボタン 

          展示会持出伝票の入力画面を終了し、メニューに戻ります。 

          尚、画面を開いた状態ではボタンの表示は「終了」ですが、新規入力で 

伝票を登録するか、または伝票を更新する場合にボタンの表示が 

「伝票終了」に変わります。 

          ボタンの表示が「伝票終了」の時にクリックすると現在入力中の伝票の 

処理を終了し、値札の印刷、伝票の印刷が可能です。 

「終了」の時にクリックすると入力画面を閉じてメニューに戻ります。 

 

※ 商品名下部の入力欄について … 

 明細行を表示する欄の２段目は、左から順に「仕入先名、デザイン、中石(石目)、脇石(石目) 

付属石(石目)、備考、札値、商品の登録日付、引当伝票区分、引当伝票番号、引当行番号」 

を表示します。尚、これらは本画面では参照のみで、この箇所での変更はできません。 

 

※ 特価について … 

特価対象の商品については、本入力欄に「1」を入力してください。 

 また、特価対象ではない商品の場合は何も入力しないでください。 

 

 

 

 

 



 － 18 － 

※地金商品について … 

 地金商品の入力も可能です。返品時は下記の画面が表示されますので 

対象となる地金を選択してください。また、地金入力に関しましては 

“その他商品入力”にて対象地金商品の登録を行ってください。 
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05：委託入力 

 

 

１．伝票番号    登録または更新する委託伝票の伝票番号を入力してください。 

該当する伝票がない場合は画面左上部に「新規」、該当する伝票がある 

場合は「修正」と表示されます。 

尚、何も入力せずに先の項目に進んだ場合は、登録時に自動的に現在の 

最後の番号に１を足した番号が割り振られます。 

 

２．取引区分    この伝票での取引を数値で入力してください。 

尚、入力値は １ ＝ 委託，２ ＝ 返品，３ ＝ 加工 となります。 

 

３．得意先名    登録する得意先について、マスタ登録されている得意先コードを 

入力してください。該当する得意先がある場合は隣の欄に、得意先の 

名称が表示されます。また、該当する得意先がない場合は該当なしを 

伝えるメッセージが表示されます。 

 

４．委託日付    委託伝票の日にちを日付形式で入力してください。 

 

５．営業担当者、入力担当者 

   登録する担当者のコードをそれぞれ入力してください。 

該当する担当者がある場合は隣の欄に、担当者の名称が表示されます。 

また、該当する担当者がない場合は該当なしを伝えるメッセージが 

表示されます。 



 － 20 － 

６．期限日付    委託期限日付を日付形式で入力してください。 

 

７．一括伝番    一括返品処理を行う場合、登録済みの委託伝票番号を入力してください。 

 

８．登録ボタン   画面上部の登録ボタンは、画面上部の伝票の基本的な情報（明細を除く） 

を登録します。伝票が新規の場合、または更新時情報に変更があった 

場合のみ使用できるようになります。 

 

９．行       表示または登録する商品の伝票内での行番号を入力してください。 

          また、伝票を更新する場合、こちらの行番号を入力することで 

登録されている商品の情報を以降の欄に表示します。 

          尚、画面下部の登録ボタンをクリックした場合のみ、新規，更新に 

関係なく自動的に次の行番号が表示されます。 

 

10．商品番号    登録する商品の商品番号を入力してください。 

          ３つの入力欄は、左から順番に 

「商品コード」「商品番号」「商品番号（子番）」 

と並んでいます。 

新規の行を追加する場合、商品番号を入力することで該当する商品が 

登録されている場合は以降の欄に商品の情報が表示されます。 

          尚、伝票を更新する場合、すでにある行の情報は変更できません。 

 

11．地金名、品種名、中石名、数量、原価、札値、掛率、売価 

          登録する商品の各々の情報が表示されます。 

尚、地金名、品種名、中石名、札値は参照のみです。 

 

12．登録(F1)ボタン 現在、画面下部に表示されている商品を登録します。 

 

13．行削除ボタン  画面下部の明細行欄に表示されている商品を、現在の伝票から削除しま 

す。尚、取引が返品または委託の残数がある商品が表示されている 

場合のみ、このボタンが使用できるようになります。 

          また、このボタンをクリックすると下記のメッセージが 

表示されますので、よろしければ「OK」をクリックしてください。 

削除を取り消す場合は「キャンセル」をクリックしてください。 
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14．伝票削除ボタン 現在画面に表示されている伝票を削除します。 

このボタンをクリックするとパスワード入力画面が表示されます。 

 

 

 

パスワード入力後下記のメッセージが表示されますので、 

よろしければ「OK」をクリックしてください。削除を取り消す場合は 

「キャンセル」をクリックしてください。 

 

 
 

15．伝票終了 / 終了ボタン 

          委託伝票の入力画面を終了し、メニューに戻ります。 

          尚、画面を開いた状態ではボタンの表示は「終了」ですが、新規入力で 

伝票を登録するか、または伝票を更新する場合にボタンの表示が 

「伝票終了」に変わります。 

          ボタンの表示が「伝票終了」の時にクリックすると現在入力中の伝票の 

処理を終了し、値札の印刷、伝票の印刷が可能です。 

「終了」の時にクリックすると入力画面を閉じてメニューに戻ります。 

 

※ 商品名下部の入力欄について … 

 明細行を表示する欄の２段目は、左から順に「仕入先名、デザイン、中石(石目)、脇石(石目) 

付属石(石目)、備考、札値、商品の登録日付、引当伝票区分、引当伝票番号、引当行番号」 

を表示します。尚、これらは本画面では参照のみで、この箇所での変更はできません。 

 

※ 一括伝番について … 

 一括伝番は、伝票単位での委託返品処理を行う機能です。 

 返品対象の伝票番号を入力することにより、伝票内の返品可能な商品が返品データとして 

現在表示されている伝票に登録されます。 
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※地金商品について … 

 地金商品の入力も可能です。返品時は下記の画面が表示されますので 

対象となる地金を選択してください。また、地金入力に関しましては 

“その他商品入力”にて対象商品の登録を行ってください。 
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06：売上入力 

 

 

１．伝票番号    登録または更新する売上伝票の伝票番号を入力してください。 

該当する伝票がない場合は画面左上部に「新規」、該当する伝票がある 

場合は「修正」と表示されます。 

尚、何も入力せずに先の項目に進んだ場合は、登録時に自動的に現在の 

最後の番号に１を足した番号が割り振られます。 

 

２．取引区分    この伝票での取引を数値で入力してください。 

尚、入力値は １ ＝ 売上，２ ＝ 返品 となります。 

 

３．得意先名    登録する得意先について、マスタ登録されている得意先コードを 

入力してください。該当する得意先がある場合は隣の欄に、得意先の 

名称が表示されます。また、該当する得意先がない場合は該当なしを 

伝えるメッセージが表示されます。 

 

４．取引先区分   登録する取引先区分について、マスタ登録されている得意先コードを 

          入力してください。該当する区分がある場合は隣の欄に、区分の 

名称が表示されます。また、該当する区分がない場合は該当なしを 

伝えるメッセージが表示されます。 

 

５．売上日付    売上伝票の日にちを日付形式で入力してください。 
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６．決済区分    登録する決済区分について、マスタ登録されている決済区分コードを 

          入力してください。該当する決済区分がある場合は隣の欄に、 

決済区分の名称が表示されます。また、該当する区分がない場合は 

該当なしを伝えるメッセージが表示されます。 

 

７．展示会名    登録する展示会について、マスタ登録されている展示会コードを 

入力してください。該当する展示会がある場合は隣の欄に、展示会の 

名称が表示されます。また、該当する展示会がない場合は該当なしを 

伝えるメッセージが表示されます。 

 

８．消費税区分   この伝票での消費税の計算方法を数値で入力してください。 

尚、入力値は ０ ＝ 外税，１ ＝ 非課税，２ ＝ 内税 となります。 

 

９．営業担当者、入力担当者 

登録する担当者のコードを入力してください。該当する担当者がある 

場合は隣の欄に、担当者の名称が表示されます。また、該当する 

担当者がない場合は該当なしを伝えるメッセージが表示されます。 

 

10．登録ボタン   画面上部の登録ボタンは、画面上部の伝票の基本的な情報（明細を除く） 

          を登録します。伝票が新規の場合、または更新時情報に変更があった 

          場合のみ使用できるようになります。 

 

11．按分合計額   按分する金額を入力してください。金額の入力後、 

隣の「計算」ボタンをクリックしますと合計金額に反映されます。 

 

12．値引き     値引きする金額を入力してください。入力後、合計金額に反映されます。 

 

13．行       表示または登録する商品の伝票内での行番号を入力してください。 

          また、伝票を更新する場合、こちらの行番号を入力することで 

登録されている商品の情報を以降の欄に表示します。 

          尚、画面下部の登録ボタンをクリックした場合のみ、新規，更新に 

関係なく自動的に次の行番号が表示されます。 

 

14．商品番号    登録する商品の商品番号を入力してください。 

          ３つの入力欄は、左から順番に 

「商品コード」「商品番号」「商品番号（子番）」 

と並んでいます。 

新規の行を追加する場合、商品番号を入力することで該当する商品が 

登録されている場合は以降の欄に商品の情報が表示されます。 
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15．地金名、品種名、中石名、数量、＊(計算区分)、売価 

          登録する商品の各々の情報が表示されます。 

                    また、＊(計算区分)に １ を入力しますと、按分計算の対象となります。 

尚、地金名、品種名、中石名は参照のみです。 

 

16．登録(F1)ボタン 現在、画面下部に表示されている商品を登録します。 

 

17．行削除ボタン  画面下部の明細行欄に表示されている商品を、現在の伝票から 

削除します。このボタンをクリックすると下記のメッセージが 

表示されますので、よろしければ「OK」をクリックしてください。 

削除を取り消す場合は「キャンセル」をクリックしてください。 

 
 

18．伝票削除ボタン 現在画面に表示されている伝票を削除します。 

このボタンをクリックするとパスワード入力画面が表示されます。 

 

 

 

パスワード入力後下記のメッセージが表示されますので、 

よろしければ「OK」をクリックしてください。削除を取り消す場合は 

「キャンセル」をクリックしてください。 
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19．伝票終了 / 終了ボタン 

          売上伝票の入力画面を終了し、メニューに戻ります。 

          尚、画面を開いた状態ではボタンの表示は「終了」ですが、新規入力で 

伝票を登録するか、または伝票を更新する場合にボタンの表示が 

「伝票終了」に変わります。 

          ボタンの表示が「伝票終了」の時にクリックすると現在入力中の伝票の 

処理を終了し、伝票の印刷が可能です。 

「終了」の時にクリックすると入力画面を閉じてメニューに戻ります。 

 

※ 商品名下部の入力欄について … 

 明細行を表示する欄の２段目は、左から順に「商品の登録日付、仕入先名、デザイン、 

中石(石目)、脇石(石目)、付属石(石目)、備考、引当伝票区分、引当伝票番号、 

引当行番号」を表示します。 

尚、これらは本画面では参照のみで、この箇所での変更はできません。 

 

※ 計算区分について … 

按分対象の商品については、本入力欄に「1」を入力してください。 

 また、按分対象ではない商品の場合は何も入力しないでください。 

 

※地金商品について … 

 地金商品の入力も可能です。登録時には下記の画面が表示されますので 

対象となる地金を選択してください。また、地金入力に関しましては 

“その他商品入力”にて対象商品の登録を行ってください。 
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07：加工入力 

 
 

１．伝票番号    登録または更新する加工伝票の伝票番号を入力してください。 

該当する伝票がない場合は画面左上部に「新規」、該当する伝票がある 

場合は「修正」と表示されます。 

尚、何も入力せずに先の項目に進んだ場合は、登録時に自動的に現在の 

最後の番号に１を足した番号が割り振られます。 

 

２．伝票日付    登録する加工伝票の日にちを日付形式で入力してください。 

 

３．加工先名    登録する加工先について、マスタ登録されている加工先コードを 

入力してください。該当する加工先がある場合は隣の欄に、加工先の 

名称が表示されます。また、該当する加工先がない場合は該当なしを 

伝えるメッセージが表示されます。 

４．入力担当者   登録する担当者のコードを入力してください。 

該当する担当者がある場合は隣の欄に、担当者の名称が表示されます。 

また、該当する担当者がない場合は該当なしを伝えるメッセージが 

表示されます。 

 

５．へり率     登録する加工品のへり率を入力してください。 

 

６．一括伝番    委託加工する委託伝票番号を入力してください。 
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７．登録(F5)ボタン 現在、画面上部に表示されている情報を登録します。 

 

８．行       表示または登録する商品の伝票内での行番号を入力してください。 

          また、伝票を更新する場合、こちらの行番号を入力することで 

登録されている商品の情報を以降の欄に表示します。 

 

９．商品番号（中央）加工対象の商品の商品番号を入力してください。 

          ３つの入力欄は、左から順番に「商品コード」「商品番号」 

「商品番号（子番）」と並んでいます。該当する商品がある場合は 

以降の欄に、入力商品の情報が表示されます。また、該当するものが 

ない場合はそれぞれ該当なしを伝えるメッセージが表示されます。 

尚、ここでの「商品番号」は、既存の商品の番号を入力してください。 

 

10．地金名、品種名、中石名、デザイン、数量、渡し重量、仕上重量、 

へり、単価、金額、原価、商品地金、加工書伝番（全て中央） 

          加工対象の商品の各々の情報が表示されます。 

尚、地金名、品種名、中石名、加工書伝番は参照のみです。 

 

11．行登録(F3)ボタン 

現在、画面中央部に表示されている加工対象商品を登録します。 

 

12．商品(F10)ボタン 

          フォーカスを在庫区分へ移動します。 

 

13．在庫区分    加工して新たに登録される商品の区分を入力してください。 

尚、入力値は ０:製品，１:半製品，９:在庫管理なし 

となります。また、在庫区分により商品番号の入力範囲が異なります。 

０、９の場合 00001～89999 までの範囲 

１の場合   90001～99899 までの範囲 

 

14．商品番号（下部）加工して、新たに登録される商品の商品番号を入力してください。 

          ３つの入力欄は、左から順番に 

「商品コード」「商品番号」「商品番号（子番）」 

と並んでいます。 

尚、ここでの「商品番号」は、未使用の番号を入力してください。 

 

15．地金名     地金コードを入力してください。(１桁) 

 

16．品種名     品種コードを入力してください。(２桁) 

 

17．中石, 脇石，付属石 

      それぞれ石コードを入力してください。（２桁） 
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18．中石(石目)，脇石(石目)，付属石(石目) 

          登録する商品の各々の情報を入力してください。 

          小数点以下第三位まで入力できます。 

 

19．按分      按分処理を行うかの有無を設定します。 

          尚、数量が整数の場合のみ、按分処理を行うことができます。 

入力値 １：按分 

 

20．保証書区分   保証書区分を入力してください。 

尚、入力値は １:鑑別，２:鑑定，３:ｿｰﾃｨﾝｸﾞ，４:保証書， 

５:保証書･ケース，６:ケース となります。 

 

21．数量，単価，金額，掛率，札値，グレード， 

保証書 No，デザイン，重量，長さ，備考(1～3) 

          登録する商品の各々の情報を入力してください。 

          重量につきましては、小数点以下第二位まで入力できます。 

 

22．登録ボタン   画面下部の登録ボタンは、画面全ての加工情報を登録します。 

また、登録することにより伝票入力が終了します。 

 

23．値札印刷(F6)ボタン 

   加工入力画面を表示してから登録を行った全て商品の値札を発行します。 

さらに値札印刷画面にて、加工以外の値札の登録、不要な値札の削除 

などの設定を行うことが可能です。 

※一度加工入力を終了しますと、値札データはクリアされます。 

 

24．行削除ボタン  画面中央の明細行欄に表示されている商品を現在の伝票から削除します。 

          このボタンをクリックすると下記のメッセージが表示されますので、 

          よろしければ「OK」をクリックしてください。削除を取り消す場合は 

「キャンセル」をクリックしてください。 
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25．伝票削除ボタン 現在画面に表示されている伝票を削除します。 

このボタンをクリックするとパスワード入力画面が表示されます。 

 

 

 

パスワード入力後下記のメッセージが表示されますので、 

よろしければ「OK」をクリックしてください。削除を取り消す場合は 

「キャンセル」をクリックしてください。 

 

 
 

 

26．終了(F12)ボタン 

   加工伝票の入力画面を終了し、メニューに戻ります。 

          また、終了時に登録データが反映されていない場合下記のメッセージが 

          表示されます。終了する場合は、「はい(Y)」をクリックしてください。 

登録が必要な場合は「いいえ(N)」をクリックしてください。 
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08：分解入力 

 
 

１．伝票番号    登録または更新する分解伝票の伝票番号を入力してください。 

該当する伝票がない場合は画面左上部に「新規」、該当する伝票がある 

場合は「修正」と表示されます。 

尚、何も入力せずに先の項目に進んだ場合は、登録時に自動的に現在の 

最後の番号に１を足した番号が割り振られます。 

 

２．伝票日付    登録する分解伝票の日にちを日付形式で入力してください。 

 

３．商品番号(上部) 分解対象の商品の商品番号を入力してください。 

          ３つの入力欄は、左から順番に 

「商品コード」「商品番号」「商品番号（子番）」 

と並んでいます。該当する商品がある場合は以降の欄に、入力商品の 

情報が表示されます。また、該当するものがない場合はそれぞれ 

該当なしを伝えるメッセージが表示されます。 

尚、ここでの「商品番号」は、既存の商品の番号を入力してください。 

 

４．仕入日、仕入先名、入力担当者、数量、金額 

          分解対象の商品の各々の情報が表示されます。 

尚、「入力担当者」「数量」「金額」のみ入力および変更ができます。 
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５．登録ボタン   画面上部の登録ボタンは、画面上部の伝票の基本的な情報（明細を除く） 

          を登録します。伝票が新規の場合、または更新時情報に変更があった 

          場合のみ使用できるようになります。 

 

６．行       表示または登録する商品の伝票内での行番号を入力してください。 

          また、伝票を更新する場合、こちらの行番号を入力することで 

登録されている商品の情報を以降の欄に表示します。 

          尚、画面下部の登録ボタンをクリックした場合のみ、新規，更新に 

関係なく自動的に次の行番号が表示されます。 

 

７．商品番号（下部）分解して、新たに登録される商品の商品番号を入力してください。 

          ３つの入力欄は、左から順番に 

「商品コード」「商品番号」「商品番号（子番）」 

と並んでいます。 

尚、ここでの入力につきましては、分解元となりました商品の情報が 

自動的に表示されます。子番のみ、分解元の番号から順に採番されます。 

 

８．地金名     地金コードを入力してください。(１桁) 

尚、分解元となりました商品の情報が自動的に表示されます。 

 

９．品種名     品種コードを入力してください。(２桁) 

尚、分解元となりました商品の情報が自動的に表示されます。 

 

10．中石, 脇石，付属石 

      それぞれ石コードを入力してください。（２桁） 

尚、分解元となりました商品の情報が自動的に表示されます。 

 

11．中石(石目)，脇石(石目)，付属石(石目) 

          登録する商品の各々の情報を入力してください。 

          小数点以下第三位まで入力できます。 

 

12．保証書区分   保証書区分を入力してください。 

尚、入力値は １:鑑別，２:鑑定，３:ｿｰﾃｨﾝｸﾞ，４:保証書， 

５:保証書･ケース，６:ケース となります。 

 

13．数量，単価，金額，掛率，札値，グレード， 

保証書 No，デザイン，重量，長さ，備考(1～3) 

          登録する商品の各々の情報を入力してください。 

          重量につきましては、小数点以下第二位まで入力できます。 

 

14．登録(F1)ボタン 現在、画面下部に表示されている商品を登録します。 
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15．行削除ボタン  画面下部の明細行欄に表示されている商品を、現在の伝票から 

削除します。このボタンをクリックすると下記のメッセージが 

表示されますので、よろしければ「OK」をクリックしてください。 

削除を取り消す場合は「キャンセル」をクリックしてください。 

 
 

16．伝票削除ボタン 現在画面に表示されている伝票を削除します。 

このボタンをクリックするとパスワード入力画面が表示されます。 

 

 

パスワード入力後下記のメッセージが表示されますので、 

よろしければ「OK」をクリックしてください。削除を取り消す場合は 

「キャンセル」をクリックしてください。 

 
 

17．伝票終了 / 終了ボタン 

          分解伝票の入力画面を終了し、メニューに戻ります。 

          但し、分解元となった商品の金額と分解した商品の合計金額が 

一致していない場合、下記のようなメッセージが表示され、 

画面を終了できませんのでご注意ください。 

 
 

          尚、画面を開いた状態ではボタンの表示は「終了」ですが、新規入力で 

伝票を登録するか、または伝票を更新する場合にボタンの表示が「伝票 

終了」に変わります。ボタンの表示が「伝票終了」の時にクリックする 

と現在入力中の伝票の処理を終了し値札の印刷が可能です。 

「終了」の時にクリックすると入力画面を閉じてメニューに戻ります。 
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09：仕上げ入力 

 

 

１．伝票番号    登録または更新する仕上り伝票の伝票番号を入力してください。 

該当する伝票がない場合は画面左上部に「新規」、該当する伝票がある 

場合は「修正」と表示されます。 

尚、何も入力せずに先の項目に進んだ場合は、登録時に自動的に現在の 

最後の番号に１を足した番号が割り振られます。 

 

２．仕入先名    登録する仕入先について、マスタ登録されている仕入先コードを 

入力してください。該当する仕入先がある場合は隣の欄に、仕入先の 

名称が表示されます。また、該当する仕入先がない場合は該当なしを 

伝えるメッセージが表示されます。 

 

３．入力担当者   登録する担当者のコードを入力してください。該当する担当者が 

ある場合は隣の欄に、担当者の名称が表示されます。また、該当する 

担当者がない場合は該当なしを伝えるメッセージが表示されます。 

 

４．伝票日付    登録する仕上り伝票の日にちを日付形式で入力してください。 

 

５．仕入先伝番   登録する仕入先の伝番を入力してください。 

 

６．数量      仕上り数量を入力してください。 
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７．加工賃     仕上げ加工賃を入力してください。 

 

８．登録ボタン   画面上部の登録ボタンは、画面上部の伝票の基本的な情報（明細を除く） 

          を登録します。伝票が新規の場合、または更新時情報に変更があった 

          場合のみ使用できるようになります。 

 

９．行       登録する商品の伝票内での行番号を入力してください。 

          尚、画面下部の登録ボタンをクリックした場合のみ、新規，更新に 

          関係なく自動的に次の行番号が表示されます。 

 

10．商品番号    登録する商品の商品コードおよび商品番号（在庫区分により 

入力値が異なる）を入力してください。３つの入力欄は、左から順番に 

「商品コード」「商品番号」「商品番号（子番）」 

と並んでいます。該当する商品がある場合は以降の欄に、入力商品の 

情報が表示されます。また、該当するものがない場合はそれぞれ 

該当なしを伝えるメッセージが表示されます。 

 

11．地金名，品種名，中石，数量，原価，重量，加工賃 

          登録する商品の各々の情報を入力してください。 

          重量につきましては、小数点以下第二位まで入力できます。 

   尚、地金名，品種名，中石は参照のみです。 

 

12．登録(F1)ボタン 画面下部の登録ボタンは、伝票の明細行（画面下部で入力する商品に関 

する情報１行分）を登録します。 

           

13．行削除(F7)ボタン 

 画面下部の明細行欄に表示されている商品を、現在の伝票から 

削除します。尚、実際に在庫のある商品が表示されている場合のみ、 

このボタンが使用できるようになります。 

          また、このボタンをクリックすると下記のメッセージが 

表示されますので、よろしければ「OK」をクリックしてください。 

削除を取り消す場合は「キャンセル」をクリックしてください。 
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14．伝票削除ボタン 現在画面に表示されている伝票を削除します。 

下記のメッセージが表示されますので、よろしければ「OK」を 

クリックしてください。削除を取り消す場合は「キャンセル」を 

クリックしてください。 

 

 

 

15．伝票終了 / 終了ボタン 

          仕入伝票の入力画面を終了し、メニューに戻ります。 

          尚、画面を開いた状態ではボタンの表示は「終了」ですが、 

新規入力で伝票を登録するか、または伝票を更新する場合に 

ボタンの表示が「伝票終了」に変わります。 

ボタンの表示が「伝票終了」の時にクリックすると現在入力中の 

伝票の処理を終了し、値札の印刷が可能です。 

「終了」の時にクリックすると入力画面を閉じてメニューに戻ります。 
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10：商品照会 

 

 

１．商品番号    照会する商品の商品番号を入力してください。 

          尚、同じ商品番号を持つ商品が２つ以上存在する場合、その選択画面が 

表示されます (下記の例図参照）。 

          この選択画面より、必要な商品を選択し「Enter」キーを押下する事で、 

選択された商品を照会することができます。 

 商品参照 

 

２．仕入日 ～ 在庫原価 

          指定した商品番号に対して、現在登録されている情報が表示されます。 
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３．委託ボタン   現在画面に表示されている商品の委託状況一覧画面を表示します。 

 委託状況画面 

 

４．持出ボタン   現在画面に表示されている商品の持出状況一覧画面を表示します。 

          ※画面デザインは上記「委託状況画面」と同様です。 

           尚、出力項目は「持出日付」「伝票番号」「展示会名」「数量」「金額」

となっています。 

 

５．履歴ボタン   現在画面に表示されている商品の履歴一覧画面を表示します。 

 履歴照会画面 
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６．加工ボタン   現在画面に表示されている商品の加工状況一覧画面を表示します。 

          ※画面デザインは上記「委託状況画面」と同様です。 

           尚、出力項目は「日付」「伝票番号」「商品番号」「商品名」「数量」 

「金額」となっています。 

 

※ 商品の画像について … 

 商品の画像（写真）を登録しますと、サンプル画面右上部に表示されます。 

 

※ 画面下部の商品の履歴について … 

 画面下部に商品の履歴が表示される欄があります。上から順に 

商品の入庫の履歴、商品の現在の状況、棚卸しの履歴と並んでいます。 

 尚、「棚卸履歴」につきましては、棚卸しを行っていない場合は空欄となっています。 

 履歴部分 

 



 － 40 － 

90：バックアップ 

 

 

１．開始ボタン   現在までのデータのバックアップ処理を実行します。 

          尚、本ボタンをクリックする前に MO ディスクが挿入されているか 

確認してください。 

  

２．終了(F12)ボタン メインメニューに戻ります。 
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２）値札印刷メニュー 

… 値札印刷に関する処理のあるメニューです。 

 

 

 

１．表示されているボタンをクリックするか、または画面右下部の「処理 No」に、ボタンに 

表示されている番号を入力する事で各処理の画面を開きます。 

 

201：値札印刷     各商品の値札を印刷します。 

202：値札印刷(再発行) 各商品の値札を再発行します。 

203：札値変更入力   商品の札値を変更します。 

204：商品コード印刷  指定した商品のバーコードを印刷します。 

205：DM シール印刷   ダイレクトメール用宛名シール印刷をします。 
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201：値札印刷 

 

 

１．範囲区分    登録または更新する仕入伝票の伝票番号を入力してください。 

          尚、入力値は １：商品番号、２：委託伝票、３：持出伝票 となります。 

 

２．種類      印刷する値札の種類を入力してください。 

          尚、入力値は １：通常、２：展示会、３：小札、４：通常(旧) 

となります。 

 

３．展示会名    印刷する展示会について、マスタ登録されている展示会コードを 

入力してください。該当する展示会がある場合は隣の欄に、展示会の 

名称が表示されます。また、該当する展示会がない場合は該当なしを 

伝えるメッセージが表示されます。 

尚、種類選択時、２を入力された場合、設定が可能になります。 

 

４．商品番号    印刷する「商品番号」「商品番号（子番）」を「上限」「下限」で 

          指定してください。 

          尚、１件の場合は両項目同じ番号を入力してください。 

          また、範囲区分選択時、１を入力された場合、設定が可能になります。 

 

５．年度      対象とする値札の作成年度(西暦で４桁)を指定してください。 
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６．登録日付    登録日付を「上限」「下限」で指定してください。 

          尚、１件の場合は両項目同じ番号を入力してください。 

          また、範囲区分選択時、１を入力された場合、設定が可能になります。 

 

７．伝票番号    伝票番号及び行番号を「上限」「下限」で指定してください。 

          尚、１件の場合は両項目同じ番号を入力してください。 

          また、範囲区分選択時、２又は３を入力された場合、 

設定が可能になります。 

 

８．印刷枚数    印刷枚数を入力してください。 

 

９．開始場所    値札の印刷開始位置を指定します。 

尚、左側が用紙の「行」数，右側が用紙「列」数を表しています。 

 

10．印刷(F1)ボタン 範囲指定で入力された値に該当する値札を印刷します。 

 

 

11．プレビュー(F5)ボタン 

範囲指定で入力された値に該当する値札の印刷プレビュー画面を 

表示します。 

 

12．終了(F12)ボタン 値札印刷メニューに戻ります。 
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202：値札印刷(再発行) 

 
 

１．種類      印刷する値札の種類を入力してください。 

          尚、入力値は １：通常、２：展示会、３：小札、４：通常(旧) 

となります。 

 

２．展示会名    印刷する展示会について、マスタ登録されている展示会コードを入力し 

てください。該当する展示会がある場合は隣の欄に、展示会の名称が 

表示されます。また、該当する展示会がない場合は該当なしを伝える 

メッセージが表示されます。 

尚、種類選択時、２を入力された場合、設定が可能になります。 

 

３．開始場所    値札の印刷開始位置を指定します。 

尚、左側が用紙の「行」数，右側が用紙「列」数を表しています。 

 

４．行       再発行する行番号を入力してください。 

 

５．商品番号    再発行する商品コードおよび商品番号を入力してください。 

          ３つの入力欄は、左から順番に 

「商品コード」「商品番号」「商品番号（子番）」 

と並んでいます。該当する商品がある場合は以降の欄に、入力商品の 

情報が表示されます。また、該当するものがない場合はそれぞれ 

該当なしを伝えるメッセージが表示されます。 
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６．地金名，品種名，中石，中石(石目)，脇石(石目)， 

付属石(石目)，金額，枚数 

          登録する商品の各々の情報を入力してください。 

          石目は小数点以下第三位まで入力できます。 

          枚数には印刷を行う枚数を入力してください。 

 

７．登録ボタン   現在、画面下部に表示されている商品を登録します。 

 

８．行削除(F8)ボタン 

 画面下部の明細行欄に表示されている商品を削除します。 

 

９．印刷(F1)ボタン 現在画面に表示されている商品の値札を印刷します。 

 

10．プレビュー(F5)ボタン 

現在画面に表示されている商品の値札を印刷プレビューします。 

 

11．全削除(F9)ボタン 

現在登録されている全ての商品を削除します。 

 

12．終了(F12)ボタン 

値札印刷メニューに戻ります。 
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203：札値変更入力 

 
 

１．商品番号    札値を変更する商品番号を入力してください。 

          ２つの入力欄は、左から順番に 

「商品番号」「商品番号（子番）」 

と並んでいます。該当する商品がある場合は以降の欄に、入力商品の 

情報が表示されます。また、該当するものがない場合はそれぞれ 

該当なしを伝えるメッセージが表示されます。 

 

２．数量，単価，金額，掛率，札値 

          対象商品の情報が表示されます。 

尚、数量、単価、金額は参照のみです。 

 

３．登録(F1)ボタン 画面下部に表示されている商品の掛率、札値を登録します。 

 

４．値札印刷(F5)ボタン 

          値札変更入力画面を表示してから変更を行った全て商品の値札を 

発行します。さらに値札印刷画面にて、値札変更入力以外の値札の 

登録、不要な値札の削除などの変更を行うことが可能です。 

※一度値札変更入力を終了しますと、値札データはクリアされます。 

 

５．終了(F12)ボタン 

値札印刷メニューに戻ります。 
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204：商品コード印刷 

 

 

１．商品コード   バーコード印刷をする商品コードを入力します。 

 

２．印刷(F1)ボタン 商品コードのバーコードを印刷プレビューします。 

 

３．終了(F12)ボタン 

値札印刷メニューに戻ります。 
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205：DM シール印刷 

 

 

１．出力区分    出力するシールの種類を数値で指定します。 

尚、入力値は １ ＝ 得意先，２ ＝ 仕入先，３ ＝ 顧客 となります。 

 

２．コード     出力するコードを「下限」「上限」と指定します。 

          尚、コードは出力区分で指定した種類を対象としています。 

          また、出力対象が同一の場合、両項目に同じコードを入力してください。 

 

３．検索コード   出力する検索コードを「下限」「上限」と指定します。 

          尚、コードは出力区分で指定した種類を対象としています。 

          また、出力対象が同一の場合、両項目に同じ検索コードを 

入力してください。 

 

４．出力種類    出力するシールの用紙を数値で指定します。 

尚、入力値は １ ＝ ラベル，２ ＝ 2×6，３ ＝ 2×7，４ ＝ ヤマト 

となります。 

 

５．開始位置    シールラベルの印刷開始位置を指定します。 

尚、左側が用紙の「行」数，右側が用紙「列」数を表しています。 

 

６．印刷枚数    出力枚数を指定します。 

 

７．条件設定    出力する条件設定コードを指定します。 

 

８．印刷(F1)ボタン 範囲指定で入力された値に該当する DM シールを印刷します。 
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９．プレビュー(F5)ボタン 

範囲指定で入力された値に該当する DM シールの 

印刷プレビュー画面を表示します。 

 

10．終了(F12)ボタン 

マスタ登録メニューに戻ります。 
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３）日次帳票メニュー 

… 日報など、主に日にち毎に使用する帳票の処理のあるメニューです。 

 

 

 

１．表示されているボタンをクリックするか、または画面右下部の「処理 No」に、ボタンに 

表示されている番号を入力する事で各処理の画面を開きます。 

 

311：仕入日報     仕入に関する日報を出力します。 

312：売上日報     売上に関する日報を出力します。 

313：振替伝票出力   振替伝票を出力します。 

 

315：加工入力リスト  加工を行った商品及び伝票の帳票を出力します。 

316：分解入力リスト  分解を行った商品及び伝票の帳票を出力します。 

317：在庫調整リスト  在庫調整を行った商品及び伝票の一覧表を出力します。 

318：展示会持出一覧  展示会持出となっている商品及び伝票の一覧表を出力します。 
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311：仕入日報 

 

 

１．伝票番号    帳票に出力する範囲の伝票番号を「下限」「上限」で指定します。 

          尚、出力対象が１件の場合、両項目に同じ番号を入力してください。 

 

２．伝票日付    帳票に出力する範囲の伝票日付を、日付形式で「下限」「上限」と 

指定します。 

          尚、出力対象が同一日の場合、両項目に同じ日付を入力してください。 

 

３．印刷(F1)ボタン 範囲指定で入力された値に該当する仕入の日報を印刷します。 

 

４．プレビュー(F5)ボタン 

範囲指定で入力された値に該当する仕入日報の印刷プレビュー画面を 

表示します。 

 

５．終了(F12)ボタン 日次帳票メニューへ戻ります。 
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312：売上日報 

 

 

１．伝票番号    帳票に出力する範囲の伝票番号を「下限」「上限」で指定します。 

          尚、出力対象が１件の場合、両項目に同じ番号を入力してください。 

 

２．伝票日付    帳票に出力する範囲の伝票日付を、日付形式で「下限」「上限」と 

指定します。 

          尚、出力対象が同一日の場合、両項目に同じ日付を入力してください。 

 

３．展示会     帳票に出力する範囲の展示会を、マスタに登録されている展示会コード 

で「下限」「上限」と指定します。尚、出力対象が同一展示会の場合、 

両項目に同じ展示会コードを入力してください。 

 

４．印刷(F1)ボタン 範囲指定で入力された値に該当する売上の日報を印刷します。 

 

５．プレビュー(F5)ボタン 

範囲指定で入力された値に該当する売上日報の印刷プレビュー画面を 

表示します。 

 

６．終了(F12)ボタン 日次帳票メニューへ戻ります。 
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313：振替伝票出力 

 

 

１．売上日付    帳票に出力する売上日付を指定します。 

 

２．営業担当    帳票に出力する範囲の担当者を、マスタに登録されている担当者コード 

で「下限」「上限」と指定します。尚、出力対象が同一担当者の場合、 

両項目に同じ担当者コードを入力してください。 

 

３．印刷(F1)ボタン 範囲指定で入力された値に該当する振替伝票を印刷します。 

 

４．プレビュー(F5)ボタン 

範囲指定で入力された値に該当する振替伝票の印刷プレビュー画面を 

表示します。 

 

５．終了(F12)ボタン 日次帳票メニューへ戻ります。 
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315：加工入力リスト 

 

 

１．伝票番号    帳票に出力する範囲の伝票番号を「下限」「上限」で指定します。 

          尚、出力対象が１件の場合、両項目に同じ番号を入力してください。 

 

２．伝票日付    帳票に出力する範囲の伝票日付を、日付形式で「下限」「上限」と 

指定します。 

          尚、出力対象が同一日の場合、両項目に同じ日付を入力してください。 

 

３．印刷(F1)ボタン 範囲指定で入力された値に該当する加工リストを印刷します。 

 

４．プレビュー(F5)ボタン 

範囲指定で入力された値に該当する加工リストの印刷プレビュー画面を 

表示します。 

 

５．終了(F12)ボタン 日次帳票メニューへ戻ります。 
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316：分解入力リスト 

 

 

１．伝票番号    帳票に出力する範囲の伝票番号を「下限」「上限」で指定します。 

          尚、出力対象が１件の場合、両項目に同じ番号を入力してください。 

 

２．伝票日付    帳票に出力する範囲の伝票日付を、日付形式で「下限」「上限」と 

指定します。 

          尚、出力対象が同一日の場合、両項目に同じ日付を入力してください。 

 

３．印刷(F1)ボタン 範囲指定で入力された値に該当する分解リストを印刷します。 

 

４．プレビュー(F5)ボタン 

範囲指定で入力された値に該当する分解リストの印刷プレビュー画面を 

表示します。 

 

５．終了(F12)ボタン 日次帳票メニューへ戻ります。 
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317：在庫調整リスト 

 

 

１．伝票番号    帳票に出力する範囲の伝票番号を「下限」「上限」で指定します。 

          尚、出力対象が１件の場合、両項目に同じ番号を入力してください。 

 

２．伝票日付    帳票に出力する範囲の伝票日付を、日付形式で「下限」「上限」と 

指定します。 

          尚、出力対象が同一日の場合、両項目に同じ日付を入力してください。 

 

３．印刷(F1)ボタン 範囲指定で入力された値に該当する在庫調整一覧を印刷します。 

 

４．プレビュー(F5)ボタン 

範囲指定で入力された値に該当する在庫調整一覧の 

印刷プレビュー画面を表示します。 

 

５．終了(F12)ボタン 日次帳票メニューへ戻ります。 
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318：展示会持出一覧 

 

 

１．展示会名    帳票に出力する展示会について、マスタ登録されている展示会コードを 

指定します。該当する展示会がある場合は隣の欄に、展示会の名称が 

表示されます。また、該当する展示会がない場合は該当なしを伝える 

メッセージが表示されます。 

 

２．出力区分    帳票に出力する情報を指定します。 

          尚、入力値は １：残高のみ，２：全て となります。 

 

３．伝票番号    帳票に出力する範囲の伝票番号を「下限」「上限」で指定します。 

          尚、出力対象が１件の場合、両項目に同じ番号を入力してください。 

 

４．伝票日付    帳票に出力する範囲の伝票日付を、日付形式で「下限」「上限」と 

指定します。 

          尚、出力対象が同一日の場合、両項目に同じ日付を入力してください。 

 

５．印刷(F1)ボタン 範囲指定で入力された値に該当する展示会持出一覧を印刷します。 

 

６．プレビュー(F5)ボタン 

範囲指定で入力された値に該当する展示会持出一覧の 

印刷プレビュー画面を表示します。 

 

７．終了(F12)ボタン 日次帳票メニューへ戻ります。 

 



 － 58 － 

４）随時帳票メニュー 

… 在庫売上の状況など、主に随時使用する帳票の処理のあるメニューです。 

 

 

 

１．表示されているボタンをクリックするか、または画面右下部の「処理 No」に、ボタンに 

表示されている番号を入力する事で各処理の画面を開きます。 

 

401：売上集計表    売上の集計結果一覧を画面に表示し必要に応じて出力します。 

402：仕入集計表    仕入の集計結果一覧を画面に表示し必要に応じて出力します。 

403：得意先管理表   得意先ごとの取引の管理表を出力します。 

404：仕入先管理表   仕入先ごとの取引の管理表を出力します。 

407：在庫状況照会   現在の在庫商品の一覧表を画面に表示し必要に応じて出力します。 

408：売上状況照会   現在の売上の一覧表を画面に表示し必要に応じて出力します。 

409：商品台帳     現在の商品情報を出力します。 
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401：売上集計表 

 

 

１．年月      画面に表示する売上集計表の対象となる年月を指定します。 

          入力後「Enter」キーを押すと、画面中央のリストに入力された年月の 

売上集計表が表示されます。尚、年は西暦の下二桁を入力してください。 

 

２．作表ボタン   現在画面に表示されている売上集計表を印刷します。 

 

３．前月ボタン   現在画面に表示されている売上集計表の前の月の集計表を表示します。 

 

４．次月ボタン   現在画面に表示されている売上集計表の次の月の集計表を表示します。 

 

５．戻るボタン   画面の売上集計表の日付にカーソル（キーボードで操作できる位置）が 

ある場合、「年」の入力欄にカーソルを移動します。 

 

６．終了(F12)ボタン 

  随時帳票メニューへ戻ります。 
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※ 詳細情報表示について … 

 画面に集計表が表示されている場合、さらに詳細な情報の画面（日別、伝票別など）を 

表示することができます。 

 尚、売上集計表では、 

年月を入力 

    ↓ 

売上集計表 

↓ （画面中央のリストにある「日付」を選択し、Enter） 

売上日報（日別） 

↓ （画面中央のリストにある「伝票番号」を選択し、Enter） 

売上日報（伝票番号別） 

↓ （画面中央のリストにある「商品番号」を選択し、Enter） 

商品照会 

 という、表示の流れになります。 
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401－1：売上日報（日別） 

 

 

１．年月日     月別画面で選択された日付が表示されます。 

また、この「年月日」は変更できます。 

変更した場合、「Enter」キーを押すと、画面中央のリストに入力された 

年月日の売上集計表（日別）が表示されます。 

 

２．作表ボタン   現在画面に表示されている売上集計表を印刷します。 

 

３．前日ボタン   現在画面に表示されている売上集計表の前の日の集計表を表示します。 

 

４．次日ボタン   現在画面に表示されている売上集計表の次の日の集計表を表示します。 

 

５．終了(F12)ボタン 

   一つ前の画面である売上集計表（月別）へ戻ります。 
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401－2：売上日報（伝票番号別） 

 

 

１．終了(F12)ボタン 

          一つ前の画面である売上集計表（日別）へ戻ります。 
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402：仕入集計表 

 

 

１．年月      画面に表示する仕入集計表の対象となる年月を指定します。 

          入力後「Enter」キーを押すと、画面中央のリストに入力された年月の 

仕入集計表が表示されます。 

尚、年は西暦の下二桁を入力してください。 

 

２．作表ボタン   現在画面に表示されている仕入集計表を印刷します。 

 

３．前月ボタン   現在画面に表示されている仕入集計表の前の月の集計表を表示します。 

 

４．次月ボタン   現在画面に表示されている仕入集計表の次の月の集計表を表示します。 

 

５．戻るボタン   画面の仕入集計表の日付にカーソル（キーボードで操作できる位置）が 

ある場合、「年」の入力欄にカーソルを移動します。 

 

６．終了(F12)ボタン 

   随時帳票メニューへ戻ります。 
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※ 詳細情報表示について … 

 画面に集計表が表示されている場合、さらに詳細な情報の画面（日別、伝票別など）を 

表示することができます。 

 

 尚、仕入集計表では、 

年月を入力 

    ↓ 

仕入集計表 

↓ （画面中央のリストにある「日付」を選択し、Enter） 

仕入日報（日別） 

↓ （画面中央のリストにある「伝票番号」を選択し、Enter） 

仕入日報（伝票番号別） 

↓ （画面中央のリストにある「商品番号」を選択し、Enter） 

商品照会 

 という、表示の流れになります。 
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402－1：仕入日報（日別） 

 
 

１．年月日     月別画面で選択された日付が表示されます。 

また、この「年月日」は変更できます。 

変更した場合、「Enter」キーを押すと、画面中央のリストに入力された 

年月日の仕入集計表（日別）が表示されます。 

 

２．作表(F1)ボタン 現在画面に表示されている仕入集計表を印刷します。 

 

３．前日(F5)ボタン 現在画面に表示されている仕入集計表の前の日の集計表を表示します。 

 

４．次日(F6)ボタン 現在画面に表示されている仕入集計表の次の日の集計表を表示します。 

 

５．終了(F12)ボタン 

   一つ前の画面である仕入集計表（月別）へ戻ります。 
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402－2：仕入日報（伝票番号別） 

 

 

１．終了(F12)ボタン 

一つ前の画面である仕入集計表（日別）へ戻ります。 
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403：得意先管理表 

 

 

１．年度      画面に表示する得意先管理表の対象となる年度を指定します。 

          尚、西暦の下二桁を入力してください。 

 

２．得意先     画面に表示する得意先について、マスタ登録されている得意先コードを 

指定します。該当する得意先がある場合は隣の欄に、得意先の名称が 

表示されます。また、該当する得意先がない場合は該当なしを伝える 

メッセージが表示されます。 

 

３．区分      画面に表示する得意先管理表の実績計算開始月を数値で指定します。 

尚、入力値は １ ＝ 売上実績（１月），２ ＝ 売上実績（３月） 

となります。 

 

４．実行ボタン   画面中央のリストに対象の管理表が表示されます。 

 

５．作表(F1)ボタン 現在画面に表示されている得意先管理表を印刷します。 

 

６．戻る(F10)ボタン 

   画面の得意先管理表の日付にカーソル（キーボードで操作できる位置） 

          がある場合、「年度」の入力欄にカーソルを移動します。 
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７．終了(F12)ボタン 

   随時帳票メニューへ戻ります。 

 

※ 詳細情報表示について … 

 画面に管理表が表示されている場合、さらに詳細な情報の画面（日別、伝票別など）を 

表示することができます。 

 

 尚、得意先管理表では、 

年度、得意先、区分を入力 

    ↓ 

得意先管理表 

↓ （画面中央のリストにある「月」を選択し、Enter） 

得意先別売上月報 

↓ （画面中央のリストにある「伝票番号」を選択し、Enter） 

売上日報（伝票番号別） 

↓ （画面中央のリストにある「商品番号」を選択し、Enter） 

商品照会 

 という、表示の流れになります。 
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403－1：得意先別売上月報 

 

 

１．終了(F12)ボタン 

一つ前の画面である得意先管理表へ戻ります。 
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404：仕入先管理表 

 

 

１．年度      画面に表示する仕入先管理表の対象となる年度を指定します。 

          尚、西暦の下二桁を入力してください。 

 

２．仕入先     画面に表示する仕入先について、マスタ登録されている仕入先コードを 

指定します。該当する仕入先がある場合は隣の欄に、仕入先の名称が 

表示されます。また、該当する仕入先がない場合は該当なしを伝える 

メッセージが表示されます。 

 

３．区分      画面に表示する仕入先管理表の実績計算開始月を数値で指定します。 

尚、入力値は １ ＝ 仕入実績（１月），２ ＝ 仕入実績（３月） 

となります。 

 

４．実行ボタン   画面中央のリストに対象の管理表が表示されます。 

 

５．作表(F1)ボタン 現在画面に表示されている仕入先管理表を印刷します。 

 

６．戻る(F10)ボタン 

   画面の仕入先管理表の日付にカーソル（キーボードで操作できる位置） 

          がある場合、「年度」の入力欄にカーソルを移動します。 
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７．終了(F12)ボタン 

随時帳票メニューへ戻ります。 

 

※ 詳細情報表示について … 

 画面に管理表が表示されている場合、さらに詳細な情報の画面（日別、伝票別など）を 

表示することができます。 

 

 尚、仕入先管理表では、 

年度、仕入先、区分を入力 

    ↓ 

仕入先管理表 

↓ （画面中央のリストにある「月」を選択し、Enter） 

仕入先別仕入月報 

↓ （画面中央のリストにある「伝票番号」を選択し、Enter） 

仕入日報（伝票番号別） 

↓ （画面中央のリストにある「商品番号」を選択し、Enter） 

商品照会 

 という、表示の流れになります。 
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404－1：仕入先別売上月報 

 

 

１．終了(F12)ボタン 

          一つ前の画面である仕入先管理表へ戻ります。 
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407：在庫状況照会 

 

 

１．商品番号    照会する範囲の商品番号を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、照会対象が同一の商品番号の場合、両項目に同じ商品番号を 

入力してください。 

 

２．仕入日     照会する範囲の仕入日を日付形式で「下限」「上限」と指定します。 

          尚、照会対象が同一日の場合、両項目に同じ日付を入力してください。 

 

３．仕入先     照会する範囲の仕入先コードを「下限」「上限」と指定します。 

          尚、照会対象が同一の仕入先の場合、両項目に同じ仕入先コードを 

入力してください。 

 

４．原価      照会する範囲の原価を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、照会対象が同一の原価の場合、両項目に同じ原価値を 

入力してください。 

 

５．地金      照会する範囲の地金を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、照会対象が同一の地金の場合、両項目に同じ地金を 

入力してください。 

 

６．石       照会する範囲の石を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、照会対象が同一の石の場合、両項目に同じ石を入力してください。 
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７．石区分     照会する範囲の石区分を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、照会対象が同一の石区分の場合、両項目に同じ石区分を 

入力してください。 

 

８．品種      照会する範囲の品種を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、照会対象が同一の種類の場合、両項目に同じ品種を 

入力してください。 

 

９．中石      照会する範囲の中石(石目)を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、照会対象が同一の中石(石目)の場合、両項目に同じ中石(石目)を 

入力してください。 

 

10．グレード    照会する範囲のグレードを「下限」「上限」と指定します。 

          尚、照会対象が同一のグレードの場合、両項目に同じグレードを 

入力してください。 

 

11．デザイン    照会する範囲のデザインを「下限」「上限」と指定します。 

          尚、照会対象が同一のデザインの場合、両項目に同じデザインを 

入力してください。 

 

12．保証書 No    照会する範囲の保証書 No を「下限」「上限」と指定します。 

 

13．仕入先名    照会する範囲の仕入先名（部分的な名称での検索可能）を指定します。 

 

14．実行(F1)ボタン 現在の照会条件で在庫状況を表示実行します。 

  

15．終了(F12)ボタン 在庫状況照会を終了し、随時帳票メニューに戻ります。 

 

 

※ 詳細情報表示について … 

 画面に在庫状況照会表が表示されている場合、商品照会を表示することができます。 

 

 尚、在庫状況照会では、 

在庫状況照会の検索範囲指定を入力 

    ↓ 

在庫状況照会表 

↓ （画面左のリストにある「商品番号」を選択し、Enter） 

商品照会 

 という、表示の流れになります。 
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407－1：在庫状況照会表 

 

 

１．終了(F12)ボタン 

          一つ前の画面である在庫状況照会へ戻ります。 
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408：売上状況照会 

 

 

１．商品番号    照会する範囲の商品番号を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、照会対象が同一の商品番号の場合、両項目に同じ商品番号を 

入力してください。 

 

２．仕入日     照会する範囲の仕入日を日付形式で「下限」「上限」と指定します。 

          尚、照会対象が同一日の場合、両項目に同じ日付を入力してください。 

 

３．仕入先     照会する範囲の仕入先コードを「下限」「上限」と指定します。 

          尚、照会対象が同一の仕入先の場合、両項目に同じ仕入先コードを 

入力してください。 

 

４．原価      照会する範囲の原価を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、照会対象が同一の原価の場合、両項目に同じ原価値を 

入力してください。 

 

５．地金      照会する範囲の地金を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、照会対象が同一の地金の場合、両項目に同じ地金を 

入力してください。 

 

６．石       照会する範囲の石を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、照会対象が同一の石の場合、両項目に同じ石を入力してください。 
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７．種類      照会する範囲の種類を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、照会対象が同一の種類の場合、両項目に同じ種類を 

入力してください。 

 

８．中石      照会する範囲の石目を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、照会対象が同一の石目の場合、両項目に同じ石目を 

入力してください。 

 

９．売上日     照会する範囲の売上日を日付形式で「下限」「上限」と指定します。 

          尚、照会対象が同一日の場合、両項目に同じ日付を入力してください。 

 

10．得意先     照会する範囲の得意先コードを「下限」「上限」と指定します。 

          尚、照会対象が同一の得意先の場合、両項目に同じ得意先コードを 

入力してください。 

 

11．売価      照会する範囲の売値を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、照会対象が同一のデザインの場合、両項目に同じデザインを 

入力してください。 

 

12．保証書 No    照会する範囲の保証書 No を「下限」「上限」と指定します。 

 

13．得意先名    照会する範囲の得意先名（部分的な名称での検索可能）を指定します。 

 

14．実行(F1)ボタン 現在の照会条件で売上状況を表示実行します。 

  

15．終了(F12)ボタン 売上状況照会を終了し、随時帳票メニューに戻ります。 

 

 

※ 詳細情報表示について … 

 画面に売上状況照会表が表示されている場合、商品照会を表示することができます。 

 

 尚、売上状況照会では、 

売上状況照会の検索範囲指定を入力 

    ↓ 

売上状況照会表 

↓ （画面左のリストにある「商品番号」を選択し、Enter） 

商品照会 

 という、表示の流れになります。 
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408－1：売上状況照会表 

 

 

１．終了(F12)ボタン 

          一つ前の画面である売上状況照会へ戻ります。 
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409：商品台帳 

 

１．仕入年度    画面に表示する商品台帳の対象となる年度を指定します。 

          尚、西暦の下二桁を入力してください。 

 

２．仕入日付    表示する範囲の仕入日を日付形式で「下限」「上限」と指定します。 

          尚、表示対象が同一日の場合、両項目に同じ日付を入力してください。 

 

３．商品番号    表示する範囲の商品番号を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、表示対象が同一の商品番号の場合、両項目に同じ商品番号を 

入力してください。 

 

４．地金      表示する地金を入力してください。 

 

５．石       表示する石を入力してください。 

 

６．品種      表示する品種を入力してください。 

 

７．仕入先     表示する仕入先コードを入力してください。 

 

８．保証書 No    表示する保証書 No を入力してください。 

 

９．印刷(F1)ボタン 現在の表示条件で商品台帳を印刷します。 

  

10．プレビュー(F5)ボタン 

 現在の表示条件で商品台帳の印刷プレビューを表示します。 

 

11．画面(F8)ボタン 現在の表示条件で商品台帳を画面に表示します。 

 

12．終了(F12)ボタン 商品台帳を終了し、随時帳票メニューに戻ります。 
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409－1：商品台帳結果 

 

 

１．終了(F12)ボタン 一つ前の画面である商品台帳へ戻ります。 
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５）月次帳票メニュー 

… 得意先、仕入先、展示会別など、主に月ごとに使用する帳票の処理のあるメニューです。 

 

 

 

１．表示されているボタンをクリックするか、または画面右下部の「処理 No」に、ボタンに 

表示されている番号を入力する事で各処理の画面を開きます。 

 

421：得意先別売上集計表 

得意先毎の売上集計結果一覧を画面に表示し必要に応じて 

出力します。 

 

 422：委託残高照会   委託残高一覧を画面に表示し必要に応じて出力します。 

 

 423：受託残高照会   受託残高一覧を画面に表示し必要に応じて出力します。 

 

425：展示会別売上集計 展示会毎の売上の集計結果一覧を画面に表示し必要に応じて 

出力します。 
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 426：展示会別持出残高照会 

 展示会毎の持出残高一覧を画面に表示し必要に応じて出力します。 

 

 427：展示会別持出残高明細 

            展示会毎の持出残高を条件に応じ出力します。 

 

428：仕入先別仕入月報  仕入先毎に月別の仕入状況を表示し必要に応じて出力します。 

 

431：売上実績表     集計区分、範囲指定から月度毎の売上実績を表示し必要に応じて 

            出力します。 

 

435：売上・仕入管理表  売上・仕入の取引の管理表を出力します。 

 

441：在庫集計表     集計区分、範囲指定から在庫の集計結果を画面に表示し必要に 

応じて出力します。 

 

444：在庫一覧表     現在の在庫商品の一覧表を画面に表示し必要に応じて出力します。 
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421：得意先別売上集計表 

 

 

１．年月      画面に表示する得意先別売上月報の対象となる年月を指定します。 

尚、年は西暦の下二桁を入力してください。 

 

２．得意先     画面に表示する範囲の得意先を、マスタ登録されている得意先コードで 

指定します。尚、表示対象が同一得意先の場合、両項目に同じ 

得意先コードを入力してください。 

 

３．展示会     画面に表示する範囲の展示会を、マスタに登録されている 

展示会コードで「下限」「上限」と指定します。尚、出力対象が 

同一展示会の場合、両項目に同じ展示会コードを入力してください。 

 

４．区分      画面に表示する得意先別売上月報のデータ並び替え順を数値で 

指定します。本項目まで入力後に実行ボタンを押すと、画面中央の 

リストに入力された情報を元にした月報が表示されます。 

 

尚、入力値は １ ＝ コード順，２ ＝ 当月売上順，３ ＝ 累計売上順

となります。 

 

５．実行ボタン   画面中央のリストに対象の得意先別売上月報が表示されます。 
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６．作表ボタン   現在画面に表示されている得意先別売上月報を印刷します。 

 

７．コード、当月売上、累計売上ボタン 

          現在画面に表示されている得意先別売上月報のデータ並び替え順を、 

          それぞれクリックしたボタンと同名の項目の順番に変更します。 

          上記、４．区分 と同様の機能です。 

 

８．前月ボタン   現在画面に表示されている得意先別売上月報の前月の月報を表示します。 

 

９．次月ボタン   現在画面に表示されている得意先別売上月報の翌月の月報を表示します。 

 

10．戻るボタン   画面の得意先別売上月報の得意先コードにカーソル（キーボードで操作 

できる位置）がある場合、「年月」の入力欄にカーソルを移動します。 

 

11．終了ボタン   月次帳票メニューへ戻ります。 

 

 

※ 印刷対象の得意先指定について … 

 画面右上部に「上位 xxx 位迄印刷」（xxx は数字が入ります）という入力欄があります。 

 この欄は、作表の際に画面に表示されているデータについて「上位いくつのデータまで 

印刷する」ということを指定できます。 

 

※ 詳細情報表示について … 

 画面に月報が表示されている場合、さらに詳細な情報の画面（日別、伝票別など）を 

表示することができます。 

 

 尚、得意先別売上月報では、 

年月、得意先、展示会、区分などを入力 

    ↓ 

得意先別売上月報 

↓ （画面中央のリストにある「得意先コード」を選択し、Enter） 

得意先別売上月報（個別の得意先） 

↓ （画面中央のリストにある「伝票番号」を選択し、Enter） 

売上日報（伝票番号別） 

↓ （画面中央のリストにある「商品番号」を選択し、Enter） 

商品照会 

 という、表示の流れになります。 
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422：委託残高照会 

 

 

１．得意先     照会する範囲の得意先コードを「下限」「上限」と指定します。 

          尚、照会対象が同一の得意先の場合、両項目に同じ得意先コードを 

入力してください。 

 

２．担当者     照会する範囲の担当者コードを「下限」「上限」と指定します。 

          尚、照会対象が同一の担当者の場合、両項目に同じ担当者コードを 

入力してください。 

 

３．委託日付    表示する範囲の委託日を日付形式で「下限」「上限」と指定します。 

          尚、表示対象が同一日の場合、両項目に同じ日付を入力してください。 

 

４．委託期限    表示する範囲の委託期限日を日付形式で「下限」「上限」と指定します。 

          尚、表示対象が同一日の場合、両項目に同じ日付を入力してください。 

 

５．印刷(F1)ボタン 現在の表示条件で委託残高表を印刷します。 

  

６．プレビュー(F5)ボタン 

 現在の表示条件で委託残高表の印刷プレビューを表示します。 

 

７．画面(F8)ボタン 現在の表示条件で委託残高表を画面に表示します。 

 

８．終了(F12)ボタン 月次帳票メニューへ戻ります。 
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※ 詳細情報表示について … 

 画面に委託残高照会が表示されている場合、さらに詳細な情報の 

画面（日別、伝票別など）を表示することができます。 

 

 尚、委託残高照会では、 

各検索条件を入力 

    ↓ 

委託残高照会 

↓ （画面中央のリストにある「得意先コード」を選択し、Enter） 

委託残高照会（明細） 

↓ （画面中央のリストにある「商品番号」を選択し、Enter） 

商品照会 

 という、表示の流れになります。 
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422－1：委託残高照会 

 

 

１．終了ボタン   一つ前の画面である委託残高照会へ戻ります。 
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422－2：委託残高照会(明細） 

 

 

１．作表ボタン   現在画面に表示されている委託残高照会を印刷します。 

 

２．終了ボタン   一つ前の画面である委託残高照会へ戻ります。 

 

 



 － 89 － 

423：受託残高照会 

 

 

１．仕入先     照会する範囲の仕入先コードを「下限」「上限」と指定します。 

          尚、照会対象が同一の仕入先の場合、両項目に同じ仕入先コードを 

入力してください。 

 

２．受託日付    表示する範囲の受託日を日付形式で「下限」「上限」と指定します。 

          尚、表示対象が同一日の場合、両項目に同じ日付を入力してください。 

 

３．印刷(F1)ボタン 現在の表示条件で受託残高表を印刷します。 

  

４．プレビュー(F5)ボタン 

 現在の表示条件で受託残高表の印刷プレビューを表示します。 

 

５．画面(F8)ボタン 現在の表示条件で受託残高表を画面に表示します。 

 

６．終了(F12)ボタン 月次帳票メニューへ戻ります。 
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※ 詳細情報表示について … 

 画面に受託残高照会が表示されている場合、さらに詳細な情報の 

画面（日別、伝票別など）を表示することができます。 

 

 尚、受託残高照会では、 

各検索条件を入力 

    ↓ 

受託残高照会 

↓ （画面中央のリストにある「仕入先コード」を選択し、Enter） 

受託残高照会（明細） 

↓ （画面中央のリストにある「商品番号」を選択し、Enter） 

商品照会 

 という、表示の流れになります。 
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423－1：委託残高照会 

 

 

１．終了ボタン   一つ前の画面である受託残高照会へ戻ります。 
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423－2：受託残高照会（明細） 

 

 

１．作表ボタン   現在画面に表示されている受託残高照会を印刷します。 

 

２．終了ボタン   一つ前の画面である受託残高照会へ戻ります。 
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425：展示会別売上集計表 

 

 

１．展示会名    帳票に出力する展示会について、マスタ登録されている展示会コードを 

指定します。該当する展示会がある場合は隣の欄に、展示会の名称が 

表示されます。また、該当する展示会がない場合は該当なしを伝える 

メッセージが表示されます。 

 

２．区分選択    帳票出力の際、集計の基準となる項目を数字で指定します。 

          左側の入力欄を基準とし、さらに詳細に分類し集計を算出する場合は、 

右側の欄の指定をしてください。尚、「８：入金区分」は入金に関しての 

分類集計の指定ですが、左側の欄のみ入力可能で、右側の欄では 

指定することができません。また、この項目を指定した場合に限り、 

右側の分類指定が無効となります。以下に、入力値の意味を記載します。 

１ ＝ 地金 

２ ＝ 石 

３ ＝ 種類 

４ ＝ 石区分 

５ ＝ 商品名 

６ ＝ 原価 

７ ＝ 売価 

８ ＝ 入金区分 

 

３．売上日付    帳票に出力する範囲の売上日付を、日付形式で「下限」「上限」と 

指定します。尚、出力対象が同一日の場合、両項目に同じ日付を 

入力してください。 
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４．地金      帳票に出力する範囲の地金を「下限」「上限」と指定します。 

尚、出力対象が同一の地金の場合、両項目に同じ地金を 

入力してください。 

 

５．石       帳票に出力する範囲の石を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、出力対象が同一の石の場合、両項目に同じ石を入力してください。 

 

６．種類      帳票に出力する範囲の種類を「下限」「上限」と指定します。 

尚、出力対象が同一の種類の場合、両項目に同じ種類を 

入力してください。 

 

７．石区分     帳票に出力する範囲の石区分を「下限」「上限」と指定します。 

尚、出力対象が同一の石区分の場合、両項目に同じ石区分を 

入力してください。 

 

８．商品コード   帳票に出力する範囲の商品コードを「下限」「上限」と指定します。 

          尚、出力対象が同一の商品コードの場合、両項目に同じ商品コードを 

          入力してください。 

 

９．原価      帳票に出力する範囲の原価を「下限」「上限」と指定します。 

尚、出力対象が同一の原価の場合、両項目に同じ原価を 

入力してください。 

 

10．売価      帳票に出力する範囲の売価を「下限」「上限」と指定します。 

尚、出力対象が同一の売価の場合、両項目に同じ売価を 

入力してください。 

 

11．印刷(F1)ボタン 範囲指定で入力された値に該当する売上集計表を印刷します。 

 

12．プレビュー(F5)ボタン 

範囲指定で入力された値に該当する売上集計表の印刷プレビュー画面を 

表示します。 

 

13．終了(F12)ボタン 月次帳票メニューへ戻ります。 
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426：展示会別持出残高照会 

 

 

１．展示会     画面に表示する範囲の展示会を、マスタ登録されている展示会コードを 

指定します。上限の展示会コードの入力後に実行ボタンを押すと、 

画面中央のリストに入力された情報を元にした展示会別持出残高照会が 

表示されます。尚、表示対象が同一展示会の場合、両項目に同じ 

展示会コードを入力してください。 

 

２．戻るボタン   画面の展示会別持出残高照会の展示会コードにカーソル（キーボードで 

操作できる位置）がある場合、「展示会コード」の入力欄にカーソルを 

移動します。 

 

３．終了ボタン   月次帳票メニューへ戻ります。 
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※ 詳細情報表示について … 

 画面に展示会別持出残高照会が表示されている場合、さらに詳細な情報の 

画面（日別、伝票別など）を表示することができます。 

 

 尚、展示会別持出残高照会では、 

展示会を入力 

    ↓ 

展示会別持出残高照会 

↓ （画面中央のリストにある「展示会コード」を選択し、Enter） 

展示会別持出残高照会（展示会別明細） 

↓ （画面中央のリストにある「商品番号」を選択し、Enter） 

商品照会 

 という、表示の流れになります。 
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426－1：展示会別持出残高照会（展示会別明細） 

 

 

１．作表ボタン   現在画面に表示されている展示会別持出残高照会を印刷します。 

 

２．終了ボタン   一つ前の画面である展示会別持出残高照会へ戻ります。 
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427：展示会別持出残高明細表 

 

 

１．展示会名    帳票に出力する展示会について、マスタ登録されている展示会コードを 

指定します。該当する展示会がある場合は隣の欄に、展示会の名称が 

表示されます。また、該当する展示会がない場合は該当なしを伝える 

メッセージが表示されます。 

 

２．区分選択    帳票出力の際、集計の基準となる項目を数字で指定します。 

          左側の入力欄を基準とし、さらに詳細に分類し集計を算出する場合は、 

右側の欄の指定をしてください。以下に、入力値の意味を記載します。 

１ ＝ 地金 

２ ＝ 石 

３ ＝ 種類 

４ ＝ 石区分 

５ ＝ 商品名 

６ ＝ 原価 

７ ＝ 売価 

 

３．持出日付    帳票に出力する範囲の売上日付を、日付形式で「下限」「上限」と 

指定します。 

          尚、出力対象が同一日の場合、両項目に同じ日付を入力してください。 

 

４．地金      帳票に出力する範囲の地金を「下限」「上限」と指定します。 

尚、出力対象が同一の地金の場合、両項目に同じ地金を 

入力してください。 
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５．石       帳票に出力する範囲の石を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、出力対象が同一の石の場合、両項目に同じ石を入力してください。 

 

６．種類      帳票に出力する範囲の種類を「下限」「上限」と指定します。 

尚、出力対象が同一の種類の場合、両項目に同じ種類を 

入力してください。 

 

７．石区分     帳票に出力する範囲の石区分を「下限」「上限」と指定します。 

尚、出力対象が同一の石区分の場合、両項目に同じ石区分を 

入力してください。 

 

８．商品コード   帳票に出力する範囲の商品コードを「下限」「上限」と指定します。 

          尚、出力対象が同一の商品コードの場合、両項目に同じ商品コードを 

          入力してください。 

 

９．原価      帳票に出力する範囲の原価を「下限」「上限」と指定します。 

尚、出力対象が同一の原価の場合、両項目に同じ原価を 

入力してください。 

 

10．原価      帳票に出力する範囲の売価を「下限」「上限」と指定します。 

尚、出力対象が同一の売価の場合、両項目に同じ売価を 

入力してください。 

 

11．印刷(F1)ボタン 範囲指定で入力された値に該当する展示会持出残高明細を印刷します。 

 

12．プレビュー(F5)ボタン 

範囲指定で入力された値に該当する展示会持出残高明細の 

印刷プレビュー画面を表示します。 

 

13．終了(F12)ボタン 月次帳票メニューに戻ります。 
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428：仕入先別仕入月報 

 

 

１．年月      画面に表示する仕入先別仕入月報の対象となる年月を指定します。 

          尚、年は西暦の下二桁を入力してください。 

 

２．仕入先     画面に表示する範囲の得意先を、マスタ登録されている仕入先コードを 

指定します。尚、表示対象が同一仕入先の場合、両項目に同じ 

仕入先コードを入力してください。 

 

３．区分      画面に表示する仕入先別仕入月報のデータ並び替え順を数値で 

指定します。尚、入力値は  

１ ＝ コード順，２ ＝ 当月仕入順，３ ＝ 累計仕入順 となります。 

 

４．作表ボタン   現在画面に表示されている仕入先別仕入月報を印刷します。 

 

５．実行ボタン   画面中央のリストに対象の仕入先別仕入月報が表示されます。 

 

６．コード、当月仕入、累計仕入ボタン 

          現在画面に表示されている仕入先別仕入月報のデータ並び替え順を、 

          それぞれクリックしたボタンと同名の項目の順番に変更します。 

          上記、３．区分 と同様の機能です。 
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７．前月ボタン   現在画面に表示されている仕入先別仕入月報の前の月の月報を 

表示します。 

 

８．次月ボタン   現在画面に表示されている仕入先別仕入月報の次の月の月報を 

表示します。 

 

９．戻るボタン   画面の仕入先別仕入月報の得意先コードにカーソル（キーボードで操作 

できる位置）がある場合、「年月」の入力欄にカーソルを移動します。 

 

10．終了ボタン   月次帳票メニューへ戻ります。 

 

 

※ 詳細情報表示について … 

 画面に月報が表示されている場合、さらに詳細な情報の画面（日別、伝票別など）を 

表示することができます。 

 

 尚、仕入先別仕入月報では、 

年月、仕入先、区分などを入力 

    ↓ 

仕入先別仕入月報 

↓ （画面中央のリストにある「得意先コード」を選択し、Enter） 

仕入先別仕入月報（個別の仕入先） 

↓ （画面中央のリストにある「伝票番号」を選択し、Enter） 

仕入日報（伝票番号別） 

↓ （画面中央のリストにある「商品番号」を選択し、Enter） 

商品照会 

 という、表示の流れになります。 
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431：売上実績表 

 

 

１．出力年月    画面に表示する売上実績表の対象となる年月を指定します。 

尚、年は西暦の下二桁を入力してください。 

 

２．集計区分    画面表示の際、集計の基準となる項目を数字で指定します。 

          左側の入力欄を基準とし、さらに詳細に分類し集計を算出する場合は、 

右側の欄の指定をしてください。以下に、入力値の意味を記載します。 

１ ＝ 得意先 

２ ＝ 取引区分 

３ ＝ 担当者 

４ ＝ 展示会 

５ ＝ 仕入月 

６ ＝ 仕入先 

７ ＝ 地金 

８ ＝ 石 

９ ＝ 石区分 

10 ＝ 種類 

11 ＝ グレード 

12 ＝ デザイン 

13 ＝ 保証書 No 
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３．得意先     画面に表示する範囲の得意先コードを「下限」「上限」と指定します。 

          尚、表示対象が同一の得意先の場合、両項目に同じ得意先コードを 

入力してください。 

 

４．取引区分    画面に表示する範囲の取引区分を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、表示対象が同一の取引区分の場合、両項目に同じ取引区分を 

入力してください。 

 

５．担当者     画面に表示する範囲の担当者コードを「下限」「上限」と指定します。 

          尚、表示対象が同一の担当者の場合、両項目に同じ担当者コードを 

入力してください。 

 

６．展示会     画面に表示する範囲の展示会コードを「下限」「上限」と指定します。 

          尚、表示対象が同一の展示会の場合、両項目に同じ展示会コードを 

入力してください。 

 

７．仕入月     画面に表示する範囲の仕入月を日付形式（但し年月まで）で 

「下限」「上限」と指定します。 

          尚、表示対象が同一月の場合、両項目に同じ日付を入力してください。 

 

８．仕入先     画面に表示する範囲の仕入先コードを「下限」「上限」と指定します。 

          尚、表示対象が同一の仕入先の場合、両項目に同じ仕入先コードを 

入力してください。 

 

９．地金      画面に表示する範囲の地金を「下限」「上限」と指定します。尚、表示 

対象が同一の地金の場合、両項目に同じ地金を入力してください。 

 

10．石       画面に表示する範囲の石を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、表示対象が同一の石の場合、両項目に同じ石を入力してください。 

 

11．石区分     画面に表示する範囲の石区分を「下限」「上限」と指定します。尚、表示 

対象が同一の石区分の場合、両項目に同じ石区分を入力してください。 

 

12．品種      画面に表示する範囲の品種を「下限」「上限」と指定します。尚、表示 

対象が同一の品種の場合、両項目に同じ品種を入力してください。 

 

13．グレード    画面に表示する範囲のグレード（部分的な名称での検索可能）を 

指定します。 

 

14．デザイン    画面に表示する範囲のデザイン（部分的な名称での検索可能）を 

指定します。 
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15．保証書 No    画面に表示する範囲の保証書 No を「下限」「上限」と指定します。 

尚、表示対象が同一の保証書 No の場合、両項目に同じ保証書 No を 

入力してください。 

 

16．実行(F1)ボタン 現在の条件で売上実績表を表示実行します。 

  

17．終了(F12)ボタン 売上実績表を終了し、月次帳票メニューに戻ります。 

 

 

※ 詳細情報表示について … 

 画面に実績表が表示されている場合、さらに詳細な情報の画面（日別、伝票別など）を 

表示することができます。 

 

 尚、売上実績表では、 

出力年月、集計区分、得意先などを入力 

    ↓ 

売上実績表 

↓ （画面中央のリストにある「NO」を選択し、Enter） 

売上実績表（明細） 

↓ （画面中央のリストにある「商品番号」を選択し、Enter） 

商品照会 

 という、表示の流れになります。 
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431－1：売上実績表 

 

 

１．プレビューボタン 

          現在画面に表示されているを売上実績表の印刷プレビューを 

表示します。 

 

２．コード順、当月数量、当月売上、当月粗利、当月粗率、 

累計数量、累計売上、累計粗利、累計粗率ボタン 

          現在画面に表示されている売上実績表のデータ並び替え順を、 

それぞれクリックしたボタンと同名の項目の順番に変更します。 

 

３．終了ボタン   一つ前の画面である売上実績表（集計条件の入力）へ戻ります。 
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431－2：売上実績表（明細） 

 

 

１．作表ボタン   現在画面に表示されているを売上実績表（明細）の印刷プレビューを 

表示します。 

 

２．終了ボタン   一つ前の画面である売上実績表へ戻ります。 
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435：売上･仕入管理表 

 
 

１．年度      画面に表示する売上・仕入管理表の対象となる年度を指定します。 

          尚、西暦の下二桁を入力してください。 

 

２．区分      画面に表示する売上・仕入管理表の実績計算開始月を数値で指定します。 

尚、入力値は  

１ ＝ 売上・仕入実績(１月)，２ ＝ 売上・仕入実績(３月) となります。 

 

３．実行ボタン   画面中央のリストに対象の管理表が表示されます。 

 

４．作表ボタン   現在画面に表示されている売上・仕入管理表を印刷します。 

 

５．戻るボタン   画面の売上・仕入管理表の月にカーソル（キーボードで操作できる位置） 

がある場合、「年度」の入力欄にカーソルを移動します。 

 

６．終了ボタン   月次帳票メニューへ戻ります。 
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441：在庫集計表 

 

 

１．出力年月    画面に表示する在庫集計表の対象となる年月を指定します。 

尚、年は西暦の下二桁を入力してください。 

 

２．集計区分    画面表示の際、集計の基準となる項目を数字で指定します。 

          左側の入力欄を基準とし、さらに詳細に分類し集計を算出する場合は、 

右側の欄の指定をしてください。以下に、入力値の意味を記載します。 

１ ＝ 商品番号（連番） 

２ ＝ 品種 

３ ＝ 仕入先コード 

４ ＝ 登録月 

５ ＝ 商品コード 

６ ＝ 地金 

７ ＝ 石 

８ ＝ 石区分 

 

３．連番      画面に表示する範囲の商品番号（連番）を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、表示対象が同一番号の場合、両項目に同じ番号を入力してください。 

 

４．品種      画面に表示する範囲の品種を「下限」「上限」と指定します。尚、表示 

対象が同一の品種の場合、両項目に同じ品種を入力してください。 
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５．仕入先     画面に表示する範囲の仕入先コードを「下限」「上限」と指定します。 

          尚、表示対象が同一の仕入先の場合、両項目に同じ仕入先コードを 

入力してください。 

 

６．登録月     画面に表示する範囲の登録月を日付形式（但し年月まで）で 

「下限」「上限」と指定します。 

          尚、表示対象が同一月の場合、両項目に同じ日付を入力してください。 

 

７．商品コード   画面に表示する範囲の商品コードを「下限」「上限」と指定します。 

          尚、表示対象が同一コードの場合、両項目に同じコードを 

入力してください。 

 

８．地金      画面に表示する範囲の地金を「下限」「上限」と指定します。 

尚、表示対象が同一の地金の場合、両項目に同じ地金を 

入力してください。 

 

９．石       画面に表示する範囲の石を「下限」「上限」と指定します。 

尚、表示対象が同一の石の場合、両項目に同じ石を入力してください。 

 

10．石区分     画面に表示する範囲の石区分を「下限」「上限」と指定します。 

尚、表示対象が同一の石区分の場合、両項目に同じ石区分を 

入力してください。 

 

11．実行(F1)ボタン 現在の条件で在庫集計表を表示実行します。 

  

12．終了(F12)ボタン 在庫集計表を終了し、月次帳票メニューに戻ります。 

 

※ 詳細情報表示について … 

 画面に集計表が表示されている場合、さらに詳細な情報の画面（日別、伝票別など）を 

表示することができます。 

 

 尚、在庫集計表では、 

出力年月、集計区分、得意先などを入力 

    ↓ 

在庫集計表 

↓ （画面中央のリストにある「NO」を選択し、Enter） 

在庫集計表（明細） 

↓ （画面中央のリストにある「商品番号」を選択し、Enter） 

商品照会 

 という、表示の流れになります。 



 － 110 － 

441－1：在庫集計表 

 

 

１．プレビューボタン 

  現在画面に表示されているを在庫集計表の印刷プレビューを表示します。 

 

２．コード順、当月数量、当月金額 

          現在画面に表示されている在庫集計表のデータ並び替え順を、それぞれ 

クリックしたボタンと同名の項目の順番に変更します。 

 

３．終了ボタン   一つ前の画面である在庫集計表（集計条件の入力）へ戻ります。 
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441－2：在庫集計表（集計区分別） 

 

 

１．終了ボタン   一つ前の画面である在庫集計表へ戻ります。 
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444：在庫一覧表 

 
 

１．出力年月    帳票に出力する在庫一覧表の対象となる年月を指定します。 

          尚、年は西暦の下二桁を入力してください。 

 

２．出力区分    帳票出力の際、小計を算出し並べ替えの基準となる項目を数字で 

指定します。 

以下に、入力値の意味を記載します。 

１ ＝ なし（特に分類しない場合） 

２ ＝ 商品コード 

３ ＝ 石区分 

４ ＝ 仕入先 

５ ＝ 登録月 

 

３．商品連番    帳票に出力する範囲の商品番号（連番）を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、出力対象が同一商品の場合、両項目に同じ番号を入力してください。 

 

４．地金      帳票に出力する範囲の地金を「下限」「上限」と指定します。 

尚、出力対象が同一の地金の場合、両項目に同じ地金を 

入力してください。 

 

５．石       帳票に出力する範囲の石を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、出力対象が同一の石の場合、両項目に同じ石を入力してください。 
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６．品種      帳票に出力する範囲の品種を「下限」「上限」と指定します。 

尚、出力対象が同一の品種の場合、両項目に同じ品種を 

入力してください。 

 

７．石区分     帳票に出力する範囲の石区分を「下限」「上限」と指定します。 

尚、出力対象が同一の石区分の場合、両項目に同じ石区分を 

入力してください。 

 

８．仕入先     帳票に出力する範囲の仕入先コードを「下限」「上限」と指定します。 

          尚、出力対象が同一の仕入先の場合、両項目に同じ仕入先コードを 

入力してください。 

 

９．登録月     帳票に出力する範囲の登録月を、日付形式（月まで）で「下限」「上限」 

と指定します。 

          尚、出力対象が同一月の場合、両項目に同じ日付を入力してください。 

 

10．印刷(F1)ボタン 範囲指定で入力された値に該当する在庫一覧表を印刷します。 

 

11．プレビュー(F5)ボタン 

範囲指定で入力された値に該当する在庫一覧表の印刷プレビュー画面を 

表示します。 

 

12．終了(F12)ボタン 月次帳票メニューへ戻ります。 
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６）売掛・買掛帳票メニュー 

… 請求、入金など主に売り掛けに関する帳票の処理のあるメニューです。 

 

 

１．表示されているボタンをクリックするか、または画面右下部の「処理 No」に、ボタンに 

表示されている番号を入力する事で各処理の画面を開きます。 

 

451：売掛残高登録   売掛残高の登録を行います。 

452：入金入力     入金伝票の登録、更新を行います。 

453：売掛残高一覧   得意先ごとの売掛残高一覧を表示します。 

454：得意先元帳    得意先ごとに入出金情報を表示します。 

455：請求残高一覧   得意先ごとの請求残高一覧を表示します。 

456：請求書発行    請求書を出力します。 

457：請求締日更新   得意先ごとの請求締日の更新を行います。 

461：買掛残高登録   買掛残高の登録を行います。 

462：支払入力     支払伝票の登録、更新を行います。 

463：買掛残高一覧   仕入先ごとの買掛残高一覧を表示します。 

464：仕入先元帳    仕入先ごとに入出金情報を表示します。 

465：支払残高一覧   仕入先ごとの支払残高一覧を表示します。 

467：支払締日更新   仕入先ごとの支払締日の更新を行います。 
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451：売掛残高登録 

 

 

１．得意先     登録する範囲の得意先を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、登録対象が同一の得意先の場合、両項目に同じ得意先を 

入力してください。 

 

２．締日区分    登録する範囲の締日区分を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、登録対象が同一の締日区分の場合、両項目に同じ締日区分を 

入力してください。 

 

３．実行(F1)ボタン 画面中央のリストに対象の得意先が表示されます。 

 

４．リスト部分(締日区分, 前回締日, 前回残高, 前期残高) 

          登録する得意先の各々の情報を入力してください。 

 

５．戻る(F5)ボタン フォーカスを得意先範囲指定に移動します。 

 

６．終了(F12)ボタン 売掛・買掛帳票メニューに戻ります。 
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452：入金入力 

 
 

１．伝票番号    登録または更新する入金伝票の伝票番号を入力してください。 

該当する伝票がない場合は画面左上部に「新規」、該当する伝票がある 

場合は「修正」と表示されます。 

尚、何も入力せずに先の項目に進んだ場合は、登録時に自動的に現在の 

最後の番号に１を足した番号が割り振られます。 

 

２．入金日付    入金伝票の日にちを日付形式で入力してください。 

 

３．登録ボタン   画面上部の登録ボタンは、画面上部の伝票の基本的な 

情報（明細を除く）を登録します。伝票が新規の場合、 

または更新時情報に変更があった場合のみ使用できるようになります。 

 

４．行       表示または登録する入金伝票内での行番号を入力してください。 

          また、伝票を更新する場合、こちらの行番号を入力することで 

登録されている商品の情報を以降の欄に表示します。 

          尚、画面下部の登録ボタンをクリックした場合のみ、新規，更新に 

関係なく自動的に次の行番号が表示されます。 

 

 

 

 



 － 117 － 

５．得意先名    登録する得意先について、マスタ登録されている得意先コードを 

入力してください。該当する得意先がある場合は隣の欄に、得意先の 

名称が表示されます。また、該当する得意先がない場合は該当なしを 

伝えるメッセージが表示されます。 

 

６．入金区分    登録する入金区分について、マスタ登録されている区分コードを 

入力してください。該当する入金区分がある場合は隣の欄に、区分の 

名称が表示されます。また、該当する入金区分ない場合は該当なしを 

伝えるメッセージが表示されます。 

 

７．金額      登録する金額を入力してください。 

 

８．登録(F1)ボタン 現在、画面下部に表示されているその他商品を登録します。 

 

９．行削除ボタン  画面下部の明細行欄に表示されている商品を、現在の伝票から 

削除します。尚、実際に在庫のある商品が表示されている場合のみ、 

このボタンが使用できるようになります。また、このボタンを 

クリックすると下記のメッセージが表示されますので、 

よろしければ「OK」をクリックしてください。削除を取り消す場合は 

「キャンセル」をクリックしてください。 

 

 

10．伝票削除ボタン 現在画面に表示されている伝票を削除します。 

このボタンをクリックするとパスワード入力画面が表示されます。 

 

 

 

パスワード入力後下記のメッセージが表示されますので、 

よろしければ「OK」をクリックしてください。削除を取り消す場合は 

「キャンセル」をクリックしてください。 
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11．伝票終了 / 終了ボタン 

          入金伝票の入力画面を終了し、メニューに戻ります。 

          尚、画面を開いた状態ではボタンの表示は「終了」ですが、 

新規入力で伝票を登録するか、または伝票を更新する場合にボタンの 

表示が「伝票終了」に変わります。ボタンの表示が「伝票終了」の時に 

クリックすると現在入力中の伝票の処理を終了し、「終了」の時に 

クリックすると入力画面を閉じてメニューに戻ります。 
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453：売掛残高一覧 

 

 

１．年・月度    画面に表示する売掛残高一覧の年度を西暦 2 桁、月 2 桁で指定します。 

 

２．得意先     画面に表示する範囲の得意先コードを「下限」「上限」と指定します。 

          尚、出力対象が同一得意先の場合、両項目に同じ得意先を 

入力してください。 

 

３．実行ボタン   画面中央のリストに対象の売掛残高一覧表が表示されます。 

 

４．作表ボタン   現在画面に表示されている売掛残高一覧を印刷します。 

 

５．前月・次月   指定年月度の前後の売掛残高一覧が表示されます。 

 

６．戻るボタン   フォーカスを年度に移動します。 

 

７．終了ボタン   売掛・買掛帳票メニューへ戻ります。 
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※ 詳細情報表示について … 

 画面に残高一覧が表示されている場合、さらに詳細な情報の 

画面（得意先別、伝票別など）を表示することができます。 

 

 尚、売掛残高では、 

年、月度、得意先を入力 

    ↓ 

売掛残高一覧 

↓ （画面中央のリストにある「得意先コード」を選択し、Enter） 

売上明細照会（得意先別） 

↓ （画面中央のリストにある「伝票番号」を選択し、Enter） 

   売上集計表（伝票番号別） 

   ↓ （画面中央のリストにある「商品番号」を選択し、Enter） 

  商品照会 

 という、表示の流れになります。 
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453－1：売上明細照会（得意先別） 

 

 

１．終了ボタン   一つ前の画面である売掛残高一覧へ戻ります。 
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453－2：売上集計表（伝票番号別） 

 

 

１．終了ボタン   一つ前の画面である売上明細参照へ戻ります。 
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454：得意先元帳 

 

 

１．得意先     元帳に出力する範囲の得意先を「下限」「上限」で指定します。 

          尚、出力対象が１件の場合、両項目に同じ番号を入力してください。 

 

２．伝票日付    元帳に出力する範囲の伝票日付を、日付形式で「下限」「上限」と 

指定します。 

          尚、出力対象が同一日の場合、両項目に同じ日付を入力してください。 

 

３．明細区分    元帳に出力する明細の有無を指定します。 

尚、入力値は １ ＝ 出力しない，２ ＝ 出力する となります。 

 

４．印刷(F1)ボタン 範囲指定で入力された値に該当する得意先元帳を印刷します。 

 

５．プレビュー(F5)ボタン 

範囲指定で入力された値に該当する得意先元帳の 

印刷プレビュー画面を表示します。 

 

６．終了ボタン   売掛・買掛帳票メニューへ戻ります。 
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455：請求残高一覧 

 
 

１．締日区分    画面に表示する請求残高一覧の締日区分を数値で指定します。 

 

２．請求日     画面に表示する請求残高一覧の請求日を日付形式で指定します。 

 

３．請求先     画面に表示する範囲の請求先コードを「下限」「上限」と指定します。 

          尚、出力対象が同一請求先の場合、両項目に同じ請求先を 

入力してください。 

 

４．実行ボタン   画面中央のリストに対象の請求残高表が表示されます。 

 

５．作表ボタン   現在画面に表示されている請求残高一覧を印刷します。 

 

６．戻るボタン   フォーカスを締日区分に移動します。 

 

７．終了ボタン   売掛・買掛帳票メニューへ戻ります。 
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※ 詳細情報表示について … 

 画面に残高一覧が表示されている場合、さらに詳細な情報の画面（日別、伝票別など）を 

 表 示することができます。 

 

 尚、請求残高では、 

締日、請求日、請求先を入力 

    ↓ 

請求残高一覧 

↓ （画面中央のリストにある「得意先コード」を選択し、Enter） 

売上明細照会（請求先別） 

↓ （画面中央のリストにある「伝票番号」を選択し、Enter） 

   売上集計表（伝票番号別） 

   ↓ （画面中央のリストにある「商品番号」を選択し、Enter） 

  商品照会 

 という、表示の流れになります。 
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455－1：請求残高照会（請求先別） 

 
 

１．終了ボタン   一つ前の画面である請求残高一覧へ戻ります。 
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456：請求書発行 

 

 

１．締日区分    帳票に出力する請求書の締日区分を数値で指定します。 

 

２．請求日     帳票に出力する請求日を日付形式で指定します。 

 

３．得意先     帳票に出力する範囲の得意先コードを「下限」「上限」と指定します。 

          尚、出力対象が同一の得意先の場合、両項目に同じ得意先を 

入力してください。 

 

４．印刷(F1)ボタン 範囲指定で入力された値に該当する請求書を印刷します。 

 

５．プレビュー(F5)ボタン 

範囲指定で入力された値に該当する請求書の印刷プレビュー画面を 

表示します。 

 

６．終了(F12)ボタン 売掛・買掛帳票メニューへ戻ります。 
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457：請求締日更新 

 

 

１．締日区分    更新する請求締日区分を数値で指定します。 

 

２．請求日     更新する請求日を日付形式で指定します。 

 

３．得意先     更新する範囲の得意先コードを「下限」「上限」と指定します。 

          尚、出力対象が同一の得意先の場合、両項目に同じ得意先を 

入力してください。 

 

４．更新(F1)ボタン 範囲指定で入力された値で該当する請求書を更新します。 

 

５．終了(F12)ボタン 売掛・買掛帳票メニューへ戻ります。 
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461：買掛残高登録 

 

 

１．仕入先     登録する範囲の仕入先を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、登録対象が同一の仕入先の場合、両項目に同じ仕入先を 

入力してください。 

 

２．締日区分    登録する範囲の締日区分を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、登録対象が同一の締日区分の場合、両項目に同じ締日区分を 

入力してください。 

 

３．実行(F1)ボタン 画面中央のリストに対象の仕入先が表示されます。 

 

４．リスト部分(締日区分, 前回締日, 前回残高, 前期残高) 

          登録する仕入先の各々の情報を入力してください。 

 

５．戻る(F5)ボタン フォーカスを仕入先範囲指定に移動します。 

 

６．終了(F12)ボタン 売掛・買掛帳票メニューに戻ります。 



 － 130 － 

462：支払入力 

 
 

１．伝票番号    登録または更新する支払伝票の伝票番号を入力してください。 

該当する伝票がない場合は画面左上部に「新規」、該当する伝票がある 

場合は「修正」と表示されます。 

尚、何も入力せずに先の項目に進んだ場合は、登録時に自動的に現在の 

最後の番号に１を足した番号が割り振られます。 

 

２．支払日付    支払伝票の日にちを日付形式で入力してください。 

 

３．登録ボタン   画面上部の登録ボタンは、画面上部の伝票の基本的な情報（明細を除く） 

          を登録します。伝票が新規の場合、または更新時情報に変更があった 

          場合のみ使用できるようになります。 

 

４．行       表示または登録する支払伝票内での行番号を入力してください。 

          また、伝票を更新する場合、こちらの行番号を入力することで 

登録されている商品の情報を以降の欄に表示します。 

          尚、画面下部の登録ボタンをクリックした場合のみ、新規，更新に 

関係なく自動的に次の行番号が表示されます。 
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５．仕入先名    登録する仕入先について、マスタ登録されている仕入先コードを入力し 

てください。該当する仕入先がある場合は隣の欄に、仕入先の名称が 

表示されます。また、該当する仕入先がない場合は該当なしを伝える 

メッセージが表示されます。 

 

６．支払区分    登録する支払区分について、マスタ登録されている区分コードを入力し 

てください。該当する支払区分がある場合は隣の欄に、区分の名称が 

表示されます。また、該当する支払区分ない場合は該当なしを伝える 

メッセージが表示されます。 

 

７．金額      登録する金額を入力してください。 

 

８．登録(F1)ボタン 現在、画面下部に表示されているその他商品を登録します。 

 

９．行削除ボタン  画面下部の明細行欄に表示されている商品を、現在の伝票から 

削除します。尚、実際に在庫のある商品が表示されている場合のみ、 

このボタンが使用できるようになります。また、このボタンを 

クリックすると下記のメッセージが表示されますので、 

よろしければ「OK」をクリックしてください。 

削除を取り消す場合は「キャンセル」をクリックしてください。 

 

 

10．伝票削除ボタン 現在画面に表示されている伝票を削除します。 

このボタンをクリックするとパスワード入力画面が表示されます。 

 

 

 

パスワード入力後下記のメッセージが表示されますので、 

よろしければ「OK」をクリックしてください。削除を取り消す場合は 

「キャンセル」をクリックしてください。 
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11．伝票終了 / 終了ボタン 

          支払伝票の入力画面を終了し、メニューに戻ります。 

          尚、画面を開いた状態ではボタンの表示は「終了」ですが、新規入力で 

伝票を登録するか、または伝票を更新する場合にボタンの表示が 

「伝票終了」に変わります。 

          ボタンの表示が「伝票終了」の時にクリックすると現在入力中の伝票の 

処理を終了し、「終了」の時にクリックすると入力画面を閉じて 

メニューに戻ります。 
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463：買掛残高一覧 

 
 

１．年・月度    画面に表示する買掛残高一覧の年度を西暦 2 桁、月 2 桁で指定します。 

 

２．仕入先     画面に表示する範囲の仕入先コードを「下限」「上限」と指定します。 

          尚、出力対象が同一仕入先の場合、両項目に同じ仕入先を 

入力してください。 

 

３．実行ボタン   画面中央のリストに対象の買掛残高表が表示されます。 

 

４．作表ボタン   現在画面に表示されている買掛残高一覧を印刷します。 

 

５．前月・次月   指定年月度の前後の買掛残高一覧が表示されます。 

 

６．戻るボタン   フォーカスを年度に移動します。 

 

７．終了ボタン   売掛・買掛帳票メニューへ戻ります。 
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※ 詳細情報表示について … 

 画面に残高一覧が表示されている場合、さらに詳細な情報の 

画面（仕入先別、伝票別など）を表示することができます。 

 

 尚、買掛残高では、 

年、月度、仕入先を入力 

    ↓ 

買掛残高一覧 

↓ （画面中央のリストにある「仕入先コード」を選択し、Enter） 

仕入明細照会（仕入先別） 

↓ （画面中央のリストにある「伝票番号」を選択し、Enter） 

   仕入集計表（伝票番号別） 

   ↓ （画面中央のリストにある「商品番号」を選択し、Enter） 

  商品照会 

 という、表示の流れになります。 
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463－1：仕入明細照会（仕入先別） 

 
 

１．終了ボタン   一つ前の画面である買掛残高一覧へ戻ります。 
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463－2：仕入集計表（伝票番号別） 

 
 

１．終了ボタン   一つ前の画面である仕入残高一覧へ戻ります。 
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464：仕入先元帳 

 

 

１．仕入先     元帳に出力する範囲の仕入先を「下限」「上限」で指定します。 

          尚、出力対象が１件の場合、両項目に同じ番号を入力してください。 

 

２．伝票日付    元帳に出力する範囲の伝票日付を、日付形式で「下限」「上限」と 

指定します。 

          尚、出力対象が同一日の場合、両項目に同じ日付を入力してください。 

 

３．明細区分    元帳に出力する明細の有無を指定します。 

尚、入力値は １ ＝ 出力しない，２ ＝ 出力する となります。 

 

４．印刷(F1)ボタン 範囲指定で入力された値に該当する仕入先元帳を印刷します。 

 

５．プレビュー(F5)ボタン 

範囲指定で入力された値に該当する仕入先元帳の 

印刷プレビュー画面を表示します。 

 

６．終了ボタン   売掛・買掛帳票メニューへ戻ります。 
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465：支払残高一覧 

 

 

１．締日区分    画面に表示する支払残高一覧の締日区分を数値で指定します。 

 

２．支払日     画面に表示する支払残高一覧の支払日を日付形式で指定します。 

 

３．仕入先     画面に表示する範囲の仕入先コードを「下限」「上限」と指定します。 

          尚、出力対象が同一仕入先の場合、両項目に同じ仕入先を 

入力してください。 

 

４．実行ボタン   画面中央のリストに対象の支払残高表が表示されます。 

 

５．作表ボタン   現在画面に表示されている支払残高一覧を印刷します。 

 

６．戻るボタン   フォーカスを締日区分に移動します。 

 

７．終了ボタン   売掛・買掛帳票メニューへ戻ります。 
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※ 詳細情報表示について … 

 画面に残高一覧が表示されている場合、さらに詳細な情報の画面（日別、伝票別など）を 

 表示することができます。 

 

 尚、支払残高では、 

締日、支払日、仕入先を入力 

    ↓ 

支払残高一覧 

↓ （画面中央のリストにある「仕入先コード」を選択し、Enter） 

仕入明細照会（仕入先別） 

↓ （画面中央のリストにある「伝票番号」を選択し、Enter） 

   仕入集計表（伝票番号別） 

   ↓ （画面中央のリストにある「商品番号」を選択し、Enter） 

  商品照会 

 という、表示の流れになります。 
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465－1：仕入明細照会（仕入先別） 

 

 

１．終了ボタン   一つ前の画面である支払残高一覧へ戻ります。 
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467：支払締日更新 

 

 

１．締日区分    更新する支払締日区分を数値で指定します。 

 

２．請求日     更新する請求日を日付形式で指定します。 

 

３．仕入先     更新する範囲の仕入先コードを「下限」「上限」と指定します。 

          尚、出力対象が同一の仕入先の場合、両項目に同じ仕入先を 

入力してください。 

 

４．更新(F1)ボタン 範囲指定で入力された値で該当する支払締日を更新します。 

 

５．終了(F12)ボタン 売掛・買掛帳票メニューへ戻ります。 
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７）棚卸処理メニュー 

… 棚卸し時に使用する処理のあるメニューです。 

 

 

 

１．表示されているボタンをクリックするか、または画面右下部の「処理 No」に、ボタンに 

表示されている番号を入力する事で各処理の画面を開きます。 

 

501：棚卸準備処理   本システムが棚卸しを行う準備処理をします。 

※ 尚、本処理は棚卸しを始める前に必ず実行してください。 

502：棚卸入力     棚卸しを行う商品を入力します。 

503：棚卸照会     得意先ごとの取引の管理表を出力します。 

504：棚卸過不足表   仕入先ごとの取引の管理表を出力します。 

 

510：在庫調整入力   在庫を調整する伝票の登録、更新、削除を行います。 

            ※尚、使用にはパスワード入力が必要です。 
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501：棚卸準備処理 

 初期画面 

 

１．棚卸日     棚卸しを行う日にちを日付形式で入力してください。 

          尚、本画面起動時には自動的に本日日付（パソコンで指定されているも

の）が表示されます。 

 

２．PASS      棚卸準備処理を行うためのパスワードを入力します。 

          正しいパスワードが入力された場合、画面下部の「実行(F1)ボタン」が 

使用できるようになります。 

尚、パスワードの入力形式は下記注釈の通りとなります。 

          また、パスワードを入力した際、入力した値が画面上では全て「＊」と 

          表示されますが、これはパスワードを画面から隠蔽する機能であり、 

          この「＊」という状態で正しく入力できています。 

 ※パスワード入力中 

 

３．実行(F1)ボタン 棚卸準備処理を開始します。 

          準備処理が終了しますと、下記メッセージを表示し棚卸処理メニューに 

戻ります。 

 
 

４．終了(F12)ボタン 棚卸処理メニューへ戻ります。 
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※ パスワードの入力形式 … 

 パスワードは、「棚卸日」で入力した日付を数値に置き換えて「1,000,000」からその数値を 

減算した数値となります。 

 具体的には下記のようになります。 

 

１）棚卸日を「04/03/31」と入力。 

 

２）「04/03/31」を数値に置き換える。 

「04/03/31」→「040331」→「40331」 

 

３）「1,000,000」から「40,331」を減算する。 

1000000 – 40331 = 959669 

 

４）減算結果「959669」をパスワードとして入力。 
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502：棚卸入力 

 
１．棚卸日     棚卸準備処理で入力実行された日付が表示されます。 

          ここでは参照のみで、編集等はできません。 

 

２．処理区分    画面起動時に「１」と表示されます。ここでは参照のみで 

編集等はできません。(特に変更の必要はありません) 

 

３．棚番      現在の入力に対する棚番を必要に応じて入力してください。 

 

４．商品番号（画面左下部） 

棚卸し対象の商品番号（連番）を入力してください。 

棚卸しに該当する商品がある場合は以降の欄に、入力商品の情報が 

表示されます。また、該当するものがない場合はそれぞれ該当なしを 

伝えるメッセージが表示されます。 

 

５．数量（画面右下部） 

          棚卸し対象の商品の数量を入力してください。 

          商品番号入力後に表示されますが、変更することができます。 

 

６．登録(F1)ボタン 画面下部に表示された商品を登録します。 

          尚、登録された商品は、画面中央のリストに下から順に追加されます。 

 

７．終了ボタン   棚卸処理メニューへ戻ります。 



 － 146 － 

503：棚卸照会 

 
 

１．照会区分    データ照会の際、算出の基準となる項目を数字で指定します。 

以下に、入力値の意味を記載します。 

１ ＝ 棚番合計：棚番単位での合計一覧を表示します。 

２ ＝ 棚番明細：棚番を指定し、各々の棚番の明細を表示します。 

３ ＝ 商品連番：商品番号（連番）を指定し、各々の商品の明細を 

表示します。 

 

２．照会(F4)ボタン 照会区分に指定したデータを画面に表示します。 

 

３．印刷(F1)ボタン 照会区分が２，３の場合、画面に表示されている棚卸商品を印刷します。 

 

４．プレビュー(F5)ボタン 

 照会区分が、２，３の場合、画面に表示されている棚卸商品を 

印刷します。 

 

５．終了(F12)ボタン 

棚卸処理メニューへ戻ります。 
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※ 棚番明細指定の例 … 

 

 

※ 商品連番指定の例 … 
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504：棚卸過不足表 

 

 

１．検索区分    帳票出力の際、小計を算出し並べ替えの基準となる項目を数字で 

指定します。以下に、入力値の意味を記載します。 

１ ＝ 商品連番（商品番号の連番） 

２ ＝ 種類 

３ ＝ 石区分 

 

２．商品連番    帳票に出力する範囲の商品番号（連番）を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、出力対象が同一商品の場合、両項目に同じ番号を入力してください。 

 

３．品種      帳票に出力する範囲の品種を「下限」「上限」と指定します。 

尚、出力対象が同一の品種の場合、両項目に同じ品種を 

入力してください。 

 

４．石       帳票に出力する範囲の石を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、出力対象が同一の石の場合、両項目に同じ石を入力してください。 

 

５．地金      帳票に出力する範囲の地金を「下限」「上限」と指定します。 

尚、出力対象が同一の地金の場合、両項目に同じ地金を 

入力してください。 

 

６．石       帳票に出力する範囲の石区分を「下限」「上限」と指定します。 

尚、出力対象が同一の石区分の場合、両項目に同じ石区分を 

入力してください。 
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７．出力区分    帳票に出力する区分を入力してください。 

          尚、入力値は １:貴金属，２:ルース，３:時計，４:材料 です。 

 

８．印刷(F1)ボタン 範囲指定で入力された値に該当する棚卸過不足表を印刷します。 

 

 

９．プレビュー(F5)ボタン 

範囲指定で入力された値に該当する棚卸過不足表の 

印刷プレビュー画面を表示します。 

 

10．終了(F12)ボタン 棚卸処理メニューへ戻ります。 
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510：在庫調整入力 

 
 

１．伝票番号    登録または更新する在庫調整伝票の伝票番号を入力してください。 

該当する伝票がない場合は画面左上部に「新規」、該当する伝票がある 

場合は「修正」と表示されます。 

尚、何も入力せずに先の項目に進んだ場合は、登録時に自動的に現在の 

最後の番号に１を足した番号が割り振られます。 

 

２．伝票日付    登録する在庫調整伝票の日にちを日付形式で入力してください。 

 

３．入力担当者   登録する担当者のコードを入力してください。 

          該当する担当者がある場合は隣の欄に、担当者の名称が表示されます。 

          また、該当する担当者がない場合は該当なしを伝えるメッセージが 

          表示されます。 

 

４．調整理由    登録する在庫調整伝票の調整理由を入力してください。 

 

５．登録ボタン   画面上部の登録ボタンは、画面上部の伝票の基本的な情報（明細を除く） 

          を登録します。伝票が新規の場合、または更新時情報に変更があった 

          場合のみ使用できるようになります。 
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６．行       表示または登録する商品の伝票内での行番号を入力してください。 

          また、伝票を更新する場合、こちらの行番号を入力することで 

登録されている商品の情報を以降の欄に表示します。 

          尚、画面下部の登録ボタンをクリックした場合のみ、新規，更新に 

関係なく自動的に次の行番号が表示されます。 

 

７．商品番号    登録する商品の商品番号を入力してください。 

          ３つの入力欄は、左から順番に 

「商品コード」「商品番号」「商品番号（子番）」 

と並んでいます。 

新規の行を追加する場合、商品番号を入力することで該当する商品が 

登録されている場合は以降の欄に商品の情報が表示されます。 

 

８．地金名、品種名、中石名、仕入日付、仕入先名、 

数量、原価、石目（３つ）、デザイン、重量、長さ 

          登録する商品の各々の情報が表示されます。 

尚、「数量」「原価」「石目（３つ）」は入力および変更ができます。 

          石目につきましては、小数点以下第三位まで入力できます。 

 

９．登録(F1)ボタン 現在、画面下部に表示されている商品を登録します。 

 

10．行削除ボタン  画面下部の明細行欄に表示されている商品を、現在の伝票から 

削除します。また、このボタンをクリックすると下記のメッセージが 

表示されますので、よろしければ「OK」をクリックしてください。 

削除を取り消す場合は「キャンセル」をクリックしてください。 
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11．伝票削除ボタン 現在画面に表示されている伝票を削除します。 

このボタンをクリックするとパスワード入力画面が表示されます。 

 

 

 

パスワード入力後下記のメッセージが表示されますので、 

よろしければ「OK」をクリックしてください。削除を取り消す場合は 

「キャンセル」をクリックしてください。 

 

 
 

12．伝票終了 / 終了ボタン 

          在庫調整伝票の入力画面を終了し、メニューに戻ります。 

          尚、画面を開いた状態ではボタンの表示は「終了」ですが、新規入力で 

伝票を登録するか、または伝票を更新する場合にボタンの表示が 

「伝票終了」に変わります。 

          ボタンの表示が「伝票終了」の時にクリックすると現在入力中の伝票の 

処理を終了し「終了」の時にクリックすると入力画面を閉じて 

メニューに戻ります。 

 

 

※尚、起動時にパスワード入力画面が表示されます。パスワード入力後、在庫調整入力画面が 

表示されます。パスワードを入力せずに使用する事はできません。 
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８）マスタ登録メニュー 

… 各種マスタ登録の処理のあるメニューです。 

 

 

 

１．表示されているボタンをクリックするか、または画面右下部の「処理 No」に、ボタンに 

表示されている番号を入力する事で各処理の画面を開きます。 

 

701：得意先マスタ登録 得意先情報の登録、得意先一覧表を出力します。 

702：仕入先マスタ登録 仕入先情報の登録、仕入先一覧表を出力します。 

703：DM 顧客登録    ダイレクトメール用顧客情報の登録、顧客一覧表を出力します。 

 704：地金マスタ登録  地金情報の登録、一覧表を出力します。 

 705：石マスタ登録   石情報の登録、一覧表を出力します。 

 706：品種マスタ登録  品種情報の登録、一覧表を出力します。 

 707：展示会情報登録  展示会情報の登録、一覧表の出力をします。 

 708：担当者マスタ登録 担当者の登録、一覧表の出力をします。 

 709：取引区分名登録  取引区分の登録、一覧表の出力をします。 

 711：決済区分登録   決済区分の登録、一覧表の出力をします。 

 712：商品地金登録   商品地金情報の登録、一覧表を出力します。 

 713：換算地金登録   換算地金情報の登録、一覧表を出力します。 
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 714：その他商品登録  その他商品の登録、一覧表を出力します。 

 715：支払区分登録   支払区分の登録、一覧表を出力します。 

 720：旧商品情報削除  入庫履歴のない商品の削除をします。 
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701：得意先マスタ登録  

 

 

１．コード     登録する得意先コードを入力してください。 

          尚、すでに登録されているコードを入力した場合、登録されている 

データが以降の項目に表示され、変更することができます。 

 

２．検索コード   検索画面等で使用する検索コードを入力してください。 

          尚、半角カタカナ文字で入力してください。 

 

３．得意先名    登録する得意先名を入力してください。 

 

４．担当者名    登録する得意先の担当者名を入力してください。 

 

５．敬称区分    帳票での出力時に付加する敬称を数値で入力してください。 

尚、入力値は １ ＝ 御中，２ ＝ 様，３ ＝ 殿 となります。 

 

６．略称      登録する得意先の略称を入力してください。 
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７．代表者名    登録する得意先の代表者名を入力してください。 

 

８．郵便番号    登録する得意先の郵便番号を入力してください。 

尚、郵便番号下部の入力欄「住所１」に、対応する住所が表示されます。 

※ 番号入力形式：XXX‐XXXX (X は任意の数字) 

 

９．住所１     登録する得意先の住所（ビル名等の前まで）を入力してください。 

          尚、住所１上部の入力欄「郵便番号」に、対応する郵便番号が 

表示されます。 

 

10．住所２     登録する得意先の住所（ビル名等）を入力してください。 

 

11．電話番号    登録する得意先の電話番号を入力してください。 

 

12．FAX 番号    登録する得意先の FAX 番号を入力してください。 

 

13．携帯番号    登録する得意先（または担当者）の携帯電話番号を入力してください。 

 

14．取引区分    登録する得意先の取引区分を入力してください。 

          尚、取引区分は別画面の「取引区分登録」にて登録可能です。 

 

15．締日区分    登録する得意先の取引の締日を入力してください。 

          尚、区分は １～３１（末締）となります。 

 

16．前回締日    前回の締日を日付形式で入力してください。 

 

17．前回残高    前回締日での請求残高を入力してください。 

 

18．登録(F1)ボタン 画面表示内容を得意先マスタに登録します。 

 

19．一覧(F4)ボタン 登録されている得意先マスタの一覧表を出力する為の画面を開きます。 

  

20．削除(F8)ボタン 画面に表示されているコードの得意先情報を削除します。 

          尚、一度削除された情報は復元できません。 

 

21．終了(F12)ボタン マスタ登録メニューに戻ります。 
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701－1：得意先一覧表 

 

 

１．出力区分    一覧表として出力する帳票の種類を数値で指定します。 

尚、入力値は 

１ ＝ コード表（得意先コードと得意先名との対応表），２ ＝ 住所録 

となります。 

 

２．得意先     出力する得意先コードを「下限」「上限」と指定します。 

          尚、出力対象が同一の場合、両項目に同じ得意先コードを 

入力してください。 

 

３．検索コード   出力する得意先検索コードを「下限」「上限」と指定します。 

          尚、出力対象が同一の場合、両項目に同じ得意先検索コードを 

入力してください。 

 

４．作成日付    出力する作成日付を、日付形式で「下限」「上限」と指定します。 

          尚、出力対象が同一日の場合、両項目に同じ日付を入力してください。 

 

５．印刷(F1)ボタン 範囲指定で入力された値に該当する得意先一覧表を印刷します。 

 

６．プレビュー(F5)ボタン 

範囲指定で入力された値に該当する得意先一覧表の 

印刷プレビュー画面を表示します。 

 

７．終了(F12)ボタン 

一つ前の画面である得意先マスタ登録へ戻ります。 
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702：仕入先マスタ登録 

 

 

１．コード     登録する仕入先コードを入力してください。 

          尚、すでに登録されているコードを入力した場合、登録されている 

データが以降の項目に表示され、変更することができます。 

 

２．検索コード   検索画面等で使用する検索コードを入力してください。 

          尚、半角カタカナ文字で入力してください。 

 

３．仕入先名    登録する仕入先名を入力してください。 

 

４．担当者名    登録する仕入先の担当者名を入力してください。 

 

５．敬称区分    帳票での出力時に付加する敬称を数値で入力してください。 

尚、入力値は １ ＝ 御中，２ ＝ 様，３ ＝ 殿 となります。 

 

６．略称      登録する仕入先の略称を入力してください。 
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７．郵便番号    登録する仕入先の郵便番号を入力してください。 

尚、郵便番号下部の入力欄「住所１」に、対応する住所が表示されます。 

※ 番号入力形式：XXX‐XXXX (X は任意の数字) 

 

８．住所１     登録する仕入先の住所（ビル名等の前まで）を入力してください。 

          尚、住所１上部の入力欄「郵便番号」に、対応する郵便番号が 

表示されます。 

 

９．住所２     登録する仕入先の住所（ビル名等）を入力してください。 

 

10．電話番号    登録する仕入先の電話番号を入力してください。 

 

11．FAX 番号    登録する仕入先の FAX 番号を入力してください。 

 

12．携帯番号    登録する仕入先（または担当者）の携帯電話番号を入力してください。 

 

13．取引区分    登録する仕入先の取引区分を入力してください。 

          尚、取引区分は別画面の「取引区分登録」にて登録可能です。 

 

14．加工コード   登録する仕入先の加工コードを入力してください。 

 

15．札出力名    登録する仕入先の札値出力名を入力してください。 

 

16．登録(F1)ボタン 画面表示内容を仕入先マスタに登録します。 

 

17．一覧(F4)ボタン 登録されている仕入先マスタの一覧表を出力する為の画面を開きます。 

  

18．削除(F8)ボタン 画面に表示されているコードの仕入先情報を削除します。 

          尚、一度削除された情報は復元できません。 

 

19．終了(F12)ボタン マスタ登録メニューに戻ります。 
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702－1：仕入先一覧表 

 

 

１．出力区分    一覧表として出力する帳票の種類を数値で指定します。 

尚、入力値は 

１ ＝ コード表（仕入先コードと仕入先名との対応表），２ ＝ 住所録 

となります。 

 

２．仕入先     出力する仕入先コードを「下限」「上限」と指定します。 

          尚、出力対象が同一の場合、両項目に同じ仕入先コードを 

入力してください。 

 

３．検索コード   出力する仕入先検索コードを「下限」「上限」と指定します。 

          尚、出力対象が同一の場合、両項目に同じ仕入先検索コードを 

入力してください。 

 

４．作成日付    出力する作成日付を、日付形式で「下限」「上限」と指定します。 

          尚、出力対象が同一日の場合、両項目に同じ日付を入力してください。 

 

５．印刷(F1)ボタン 範囲指定で入力された値に該当する仕入先一覧表を印刷します。 

 

６．プレビュー(F5)ボタン 

範囲指定で入力された値に該当する仕入先一覧表の 

印刷プレビュー画面を表示します。 

 

７．終了(F12)ボタン 

一つ前の画面である仕入先マスタ登録へ戻ります。 
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703：DM 顧客登録 

 

 

１．コード（左側） ０以外の数値を入力した場合、右側のコード入力欄に指定条件に従う 

                    新番号を自動的に設定します。以下に、入力値の意味を記載します。 

０ ＝ なし（通常の入力） 

１ ＝ 空番（現在未使用の番号を０から順番に発行） 

２ ＝ 新番（現在の最後の番号＋１の番号を発行） 

３ ＝ ５万空番（現在未使用の番号を 50,000 から順番に発行） 

４ ＝ ５万新番（現在の最後の番号＋１の番号を50,000から順番に発行） 

 

２．コード（右側） 登録する DM 顧客コードを入力してください。 

          尚、すでに登録されているコードを入力した場合、登録されている 

データが以降の項目に表示され、変更することができます。 

 

３．検索コード   検索画面等で使用する検索コードを入力してください。 

          尚、半角カタカナ文字で入力してください。 

 

４．顧客名     登録する DM 顧客名を入力してください。 
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５．担当者名    登録する DM 顧客の担当者名を入力してください。 

 

６．敬称区分    帳票での出力時に付加する敬称を数値で入力してください。 

尚、入力値は １ ＝ 御中，２ ＝ 様，３ ＝ 殿 となります。 

 

７．略称      登録する DM 顧客の略称を入力してください。 

 

８．郵便番号    登録する DM 顧客の郵便番号を入力してください。 

尚、郵便番号下部の入力欄「住所１」に、対応する住所が表示されます。 

※ 番号入力形式：XXX‐XXXX (X は任意の数字) 

 

９．住所１     登録する DM 顧客の住所（ビル名等の前まで）を入力してください。 

          尚、住所１上部の入力欄「郵便番号」に、対応する郵便番号が 

表示されます。 

 

10．住所２     登録する DM 顧客の住所（ビル名等）を入力してください。 

 

11．電話番号    登録する DM 顧客の電話番号を入力してください。 

 

12．FAX 番号    登録する DM 顧客の FAX 番号を入力してください。 

 

13．携帯番号    登録する DM 顧客（または担当者）の携帯電話番号を入力してください。 

 

14．条件設定    登録する DM 顧客の条件設定を数値で入力してください。 

 

15．重複チェックボタン 

          登録されている DM 顧客情報で、その内容に重複しているものがあるか 

どうかを確認できる画面を開きます。 

 

16．登録(F1)ボタン 画面表示内容を DM 顧客マスタに登録します。 

 

17．一覧(F4)ボタン 登録されている DM 顧客マスタの一覧表を出力する為の画面を開きます。 

  

18．削除(F8)ボタン 画面に表示されているコードの DM 顧客情報を削除します。 

          尚、一度削除された情報は復元できません。 

 

19．終了(F12)ボタン 

マスタ登録メニューに戻ります。 
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703－1：顧客マスタ検索（重複チェック） 

 

 

１．チェック項目  顧客のデータで重複チェックを行う項目を数値で指定します。 

          尚、項目は 

１：カナ略称，２：住所，３：電話番号，４：携帯番号，５：顧客名 

となります。尚、入力値は 

１ ＝ カナ名称，２ ＝ 住所，３ ＝ 電話番号， 

４ ＝ 携帯番号，５ ＝ 顧客名 

となります。 

 

２．検索ボタン   指定のチェック項目に従い、データの検索チェックを実行します。 

          尚、チェック結果は画面中央のリストに表示されます。 

 

３．終了(F12)ボタン 

一つ前の画面である DM 顧客マスタ登録へ戻ります。 
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703－2：顧客一覧表 

 

 

１．出力区分    一覧表として出力する帳票の種類を数値で指定します。 

尚、入力値は 

１ ＝ コード表（顧客コードと顧客名との対応表），２ ＝ 住所録 

となります。 

 

２．顧客      出力する顧客コードを「下限」「上限」と指定します。 

          尚、出力対象が同一の場合、両項目に同じ顧客コードを 

入力してください。 

 

３．検索コード   出力する顧客検索コードを「下限」「上限」と指定します。 

          尚、出力対象が同一の場合、両項目に同じ顧客検索コードを 

入力してください。 

 

４．作成日付    出力する作成日付を、日付形式で「下限」「上限」と指定します。 

          尚、出力対象が同一日の場合、両項目に同じ日付を入力してください。 

 

５．条件設定    出力する顧客の条件設定を指定します。 

 

６．印刷(F1)ボタン 範囲指定で入力された値に該当する顧客一覧表を印刷します。 

 

７．プレビュー(F5)ボタン 

範囲指定で入力された値に該当する顧客一覧表の 

印刷プレビュー画面を表示します。 

 

８．終了(F12)ボタン 

一つ前の画面である DM 顧客マスタ登録へ戻ります。 
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704：地金マスタ登録 

 

１．地金      登録する地金コードを入力してください。尚、すでに登録されている 

コードを入力した場合、登録されているデータが以降の項目に表示され、 

変更することができます。 

 

２．地金名     登録または変更する地金名を入力してください。 

 

３．商品地金    登録または変更する地金に対応する商品地金を入力してください。 

 

４．登録(F1)ボタン 入力された地金を登録します。 

 

５．一覧表(F4)ボタン 

登録されている地金マスタの一覧表の印刷プレビュー画面を表示します。 

           

６．削除(F8)ボタン 登録されている地金を削除します。 

 

７．終了(F12)ボタン 

マスタ登録メニューに戻ります。 
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705：石マスタ登録 

 

１．石       登録する石コードを入力してください。尚、すでに登録されている 

コードを入力した場合、登録されているデータが以降の項目に表示され、 

変更することができます。 

 

２．石名      登録または変更する石名を入力してください。 

 

３．石区分     登録または変更する石区分を入力してください。 

 

４．登録(F1)ボタン 入力された石を登録します。 

 

５．一覧表(F4)ボタン 

登録されている石マスタの一覧表の印刷プレビュー画面を表示します。 

           

６．削除(F8)ボタン 登録されている石を削除します。 

 

７．終了(F12)ボタン 

マスタ登録メニューに戻ります。 
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706：品種マスタ登録 

 

１．品種      登録する品種コードを入力してください。尚、すでに登録されている 

コードを入力した場合、登録されているデータが以降の項目に表示され、 

変更することができます。 

 

２．品種名     登録または変更する品種名を入力してください。 

 

３．登録(F1)ボタン 入力された品種を登録します。 

 

４．一覧表(F4)ボタン 

登録されている品種マスタの一覧表の印刷プレビュー画面を表示します。 

 

５．削除(F8)ボタン 登録されている品種を削除します。 

 

６．終了(F12)ボタン 

マスタ登録メニューに戻ります。 
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707：展示会マスタ登録 

 

 

１．展示会     登録する展示会コードを入力してください。 

          尚、すでに登録されているコードを入力した場合、登録されている 

データが以降の項目に表示され、変更することができます。 

 

２．展示会名    登録または変更する展示会名を入力してください。 

 

３．登録(F1)ボタン 入力された展示会情報を登録します。 

 

４．一覧表(F4)ボタン 

登録されている展示会マスタの一覧表の印刷プレビュー画面を 

表示します。 

 

５．削除(F8)ボタン 登録されている展示会を削除します。 

 

６．終了(F12)ボタン 

マスタ登録メニューに戻ります。 
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708：担当者マスタ登録 

 

 

１．担当者     登録する担当者コードを入力してください。 

          尚、すでに登録されているコードを入力した場合、登録されている 

データが以降の項目に表示され、変更することができます。 

 

２．担当者名    登録または変更する担当者名を入力してください。 

 

３．登録(F1)ボタン 入力された情報を登録します。 

 

４．一覧表(F4)ボタン 

 登録されている担当者マスタの一覧表の印刷プレビュー画面を 

表示します。 

  

５．削除(F8)ボタン 登録されている担当者を削除します。 

 

６．終了(F12)ボタン 

マスタ登録メニューに戻ります。 
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709：取引区分名登録 

 

 

１．取引区分    登録する取引区分コードを入力してください。 

          尚、すでに登録されているコードを入力した場合、登録されている 

データが以降の項目に表示され、変更することができます。 

 

２．取引区分名   登録または変更する取引区分名を入力してください。 

 

３．登録(F1)ボタン 入力された情報を登録します。 

 

４．一覧表(F4)ボタン 

 登録されている取引区分マスタの一覧表の印刷プレビュー画面を 

表示します。 

  

５．削除(F8)ボタン 登録されている取引区分を削除します。 

 

６．終了(F12)ボタン 

マスタ登録メニューに戻ります。 
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711：決済区分登録 

 

 

１．決済区分    登録する決済区分コードを入力してください。 

          尚、すでに登録されているコードを入力した場合、登録されている 

データが以降の項目に表示され、変更することができます。 

 

２．決済区分名   登録または変更する決済区分名を入力してください。 

 

３．登録(F1)ボタン 入力された情報を登録します。 

 

４．一覧表(F4)ボタン 

 登録されている決済区分マスタの一覧表の印刷プレビュー画面を 

表示します。 

  

５．削除(F8)ボタン 登録されている決済区分を削除します。 

 

６．終了(F12)ボタン 

マスタ登録メニューに戻ります。 
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712：商品地金マスタ登録 

 
 

１．地金      登録する商品地金コードを入力してください。 

          尚、すでに登録されているコードを入力した場合、登録されている 

データが以降の項目に表示され、変更することができます。 

 

２．地金名     登録または変更する商品地金名を入力してください。 

 

３．地金区分    登録または変更する地金区分名を入力してください。 

 

４．登録(F1)ボタン 入力された情報を登録します。 

 

５．一覧表(F4)ボタン 

 登録されている商品地金マスタの一覧表の印刷プレビュー画面を 

表示します。 

 

６．削除(F8)ボタン 登録されている商品地金を削除します。 

 

 ７．終了(F12)ボタン 

マスタ登録メニューに戻ります。 
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713：換算地金登録 

 

 

１．地金、地金名  換算する地金コードを入力してください。 

 

２．換算地金、換算地金名 

    換算する換算地金を入力してください。 

 

３．換算率     地金に対する換算地金の換算率を入力してください。 

 

４．登録(F1)ボタン 入力された情報を登録します。 

 

５．一覧表(F4)ボタン 

 登録されている換算地金マスタの一覧表の印刷プレビュー画面を 

表示します。 

  

６．削除(F8)ボタン 登録されている換算情報を削除します。 

 

７．終了(F12)ボタン 

マスタ登録メニューに戻ります。 
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714：その他商品登録 

 

 

１．商品番号    登録する商品の商品コードおよび商品番号を入力してください。 

          ３つの入力欄は、左から順番に 

「商品コード」「商品番号」「商品番号（子番）」 

と並んでいます。該当する商品がある場合はメッセージが表示され 

登録することはできません。 

尚、入力値は 通常：00000～89999，地金：99900～99999 となります。 

また、商品番号が”999XX”で始まる商品に関しましては、 

商品地金として各入力処理で使用することが可能です。 

 (委託入力、売上入力、展示会持出入力にて使用) 

 

２．地金名     地金コードを入力してください。(１桁) 

 

３．中石名     石コードを入力してください。（２桁） 

 

４．品種名     品種コードを入力してください。(２桁) 

 

５．登録(F1)ボタン 入力された情報を登録します。 

 

６．一覧表(F4)ボタン 

登録されているその他商品の一覧表を出力する為の画面を開きます。 

  

７．終了(F12)ボタン 

マスタ登録メニューに戻ります。 
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714－1：その他商品一覧表 

 

 

１．商品番号    出力する商品番号を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、出力対象が同一の場合、両項目に同じ商品番号を入力してください。 

 

２．印刷(F1)ボタン 範囲指定で入力された値に該当するその他商品一覧表を印刷します。 

 

３．プレビュー(F5)ボタン 

範囲指定で入力された値に該当するその他商品一覧表の 

印刷プレビュー画面を表示します。 

 

４．終了(F12)ボタン 

一つ前の画面であるその他商品登録へ戻ります。 
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715：支払区分マスタ登録 

 

 

１．支払区分    登録する支払区分コードを入力してください。 

          尚、すでに登録されているコードを入力した場合、登録されている 

データが以降の項目に表示され、変更することができます。 

 

２．支払区分名   登録または変更する支払区分名を入力してください。 

 

３．登録(F1)ボタン 入力された情報を登録します。 

 

４．一覧表(F4)ボタン 

 登録されている支払区分マスタの一覧表の印刷プレビュー画面を 

表示します。 

  

５．削除(F8)ボタン 登録されている支払区分を削除します。 

 

６．終了(F12)ボタン 

マスタ登録メニューに戻ります。 



 － 177 － 

720：旧商品情報削除 

 

 

１．商品番号    削除する商品番号を入力します。 

 

２．削除(F7)ボタン 表示商品を削除します。 

 

３．終了(F12)ボタン 

マスタ登録メニューに戻ります。 
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９）地金処理メニュー 

… 地金処理に関するメニューです。 

 

 

１．表示されているボタンをクリックするか、または画面右下部の「処理 No」に、ボタンに 

表示されている番号を入力する事で各処理の画面を開きます。 

 

801：つぶし渡し入力  つぶし渡し伝票の登録、更新を行います。 

802：つぶし入力    つぶし処理が完了した伝票の登録、更新を行います。 

803：つぶし管理表   加工先ごとのつぶし処理の管理表を出力します。 

811：地金支給入力   地金支給伝票の登録、更新を行います。 

812：地金戻し入力   地金戻し伝票の登録、更新を行います。 

831：在庫一覧表(社内) 月ごとの社内での地金在庫一覧表を出力します。 

832：在庫一覧表(地金) 地金ごとの在庫一覧表を出力します。 

833：在庫調整リスト  在庫調整表を出力します。 

841：商品出納帳(地金) 社内での地金出納帳を出力します。 

842：商品出納帳    加工先ごとの地金出納帳を出力します。 

843：商品台帳(半製品) 商品台帳の半製品を出力します。 

851：コスト調整入力  地金ごとにコスト(単価)調整を行います。 



 － 179 － 

801：つぶし渡し入力 

 

 

１．伝票番号    登録または更新するつぶし渡し伝票の伝票番号を入力してください。 

該当する伝票がない場合は画面左上部に「新規」、該当する伝票がある 

場合は「修正」と表示されます。 

尚、何も入力せずに先の項目に進んだ場合は、登録時に自動的に現在の 

最後の番号に１を足した番号が割り振られます。 

 

２．取引区分    この伝票での取引を数値で入力してください。 

尚、入力値は １ ＝ 渡し，２ ＝ 戻し となります。 

 

３．地金精錬先名  登録する精錬先について、マスタ登録されている仕入先コードを 

入力してください。該当する仕入先がある場合は隣の欄に、仕入先の 

名称が表示されます。また、該当する仕入先がない場合は該当なしを 

伝えるメッセージが表示されます。 

 

４．入力担当者   登録する担当者のコードを入力してください。 

          該当する担当者がある場合は隣の欄に、担当者の名称が表示されます。 

          また、該当する担当者がない場合は該当なしを伝えるメッセージが 

          表示されます。 

 

５．伝票日付    つぶし渡し伝票の日にちを日付形式で入力してください。 
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６．登録ボタン   画面上部の登録ボタンは、画面上部の伝票の基本的な情報（明細を除く） 

          を登録します。伝票が新規の場合、または更新時情報に変更があった 

          場合のみ使用できるようになります。 

 

７．行       表示または登録する商品の伝票内での行番号を入力してください。 

          また、伝票を更新する場合、こちらの行番号を入力することで 

登録されている商品の情報を以降の欄に表示します。 

          尚、画面下部の登録ボタンをクリックした場合のみ、新規，更新に 

関係なく自動的に次の行番号が表示されます。 

 

８．商品番号    登録する商品の商品番号を入力してください。 

          ３つの入力欄は、左から順番に 

「商品コード」「商品番号」「商品番号（子番）」 

と並んでいます。 

新規の行を追加する場合、商品番号を入力することで該当する商品が 

登録されている場合は以降の欄に商品の情報が表示されます。 

          尚、伝票を更新する場合、すでにある行の情報は変更できません。 

 

９．地金名、品種名、中石名、数量、金額、石目 

          登録する商品の各々の情報が表示されます。 

尚、地金名、品種名、中石名は参照のみです。 

 

10．K18、Pt、K18Pt 登録する商品の重量を地金マスタの地金区分から判断し表示します。 

また、各項目に振り分けて入力することも可能です。 

 

11．登録(F1)ボタン 現在、画面下部に表示されている商品を登録します。 

 

12．行削除ボタン  画面下部の明細行欄に表示されている商品を、現在の伝票から 

削除します。尚、取引が返品または、つぶし入力されていない伝票のみ、 

このボタンが使用できるようになります。 

          また、このボタンをクリックすると下記のメッセージが 

表示されますので、よろしければ「OK」をクリックしてください。 

削除を取り消す場合は「キャンセル」をクリックしてください。 
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13．伝票削除ボタン 現在画面に表示されている伝票を削除します。 

このボタンをクリックするとパスワード入力画面が表示されます。 

 

 

 

パスワード入力後下記のメッセージが表示されますので、 

よろしければ「OK」をクリックしてください。 

削除を取り消す場合は「キャンセル」をクリックしてください。 

 

 
 

14．伝票終了 / 終了ボタン 

          つぶし渡し伝票の入力画面を終了し、メニューに戻ります。 

          尚、画面を開いた状態ではボタンの表示は「終了」ですが、新規入力で 

伝票を登録するか、または伝票を更新する場合にボタンの表示が 

「伝票終了」に変わります。 

          ボタンの表示が「伝票終了」の時にクリックすると現在入力中の伝票の 

処理を終了し、明細の印刷が可能です。 

「終了」の時にクリックすると入力画面を閉じてメニューに戻ります。 
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802：つぶし入力 

 

 

１．伝票番号    つぶし渡し入力で登録された伝票番号を入力しださい。 

該当する伝票がない場合はメッセージが表示されます。 

 

２．仕入先名、渡し日、数量、金額、 

  K18、Pt、K18Pt、石目 

登録する商品の各々の情報が参照表示されます。 

 

３．入力担当者   登録する担当者のコードを入力してください。 

該当する担当者がある場合は隣の欄に、担当者の名称が表示されます。 

また、該当する担当者がない場合は該当なしを伝えるメッセージが 

表示されます。 

※尚、伝票番号入力時はつぶし渡し入力にて、登録した担当者名が 

表示されます。 

 

４．つぶし日    つぶし日を日付形式で入力してください。 

 

５．加工賃     つぶし処理で使用された加工賃を入力してください。 

 

６．商品名     つぶし上りされた商品を入力してください。 

 

７．重量／石目   つぶし上りされた商品の重量及び石目を入力してください。 
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８．単価      指定商品の単価を入力してください。 

既定値として前回設定された金額が表示されます。 

尚、単価を 0 と入力した場合、現在の残額が金額に設定されます。 

 

９．金額      つぶし上りされた商品の金額が表示されます。 

 

10．登録(F1)ボタン 現在、入力されている各商品情報を登録し、つぶし入力を完了します。 

 

11．行削除ボタン  現在画面に表示されている伝票を削除します。 

このボタンをクリックするとパスワード入力画面が表示されます。 

 

 

 

パスワード入力後下記のメッセージが表示されますので、 

よろしければ「OK」をクリックしてください。削除を取り消す場合は 

「キャンセル」をクリックしてください。 

 

 

 

12．終了(F12)ボタン 

 つぶし入力画面を終了し、メニューに戻ります。 
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803：つぶし管理表 

 

 

１．出力区分    画面に表示するつぶし管理表の区分を入力してください。 

          尚、入力値は 1 ＝ 残高のみ，２ ＝ 全て となります。 

 

２．渡し日     画面に表示する範囲の渡し日を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、出力対象が同一日付の場合、両項目に同じ渡し日を 

入力してください。入力後、実行ボタンを押しますと、つぶし情報が 

画面に表示されます。 

 

３．印刷(F1)ボタン 画面に表示されているつぶし情報を印刷します。 

 

４．プレビュー(F5)ボタン 

画面に表示されているつぶし情報の印刷プレビュー画面を表示します。 

 

５．戻るボタン   フォーカスを出力区分に移動します。 

 

６．終了ボタン   地金処理メニューへ戻ります。 
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811：地金支給入力 

 

 

１．伝票番号    登録または更新する地金支給伝票の伝票番号を入力してください。 

該当する伝票がない場合は新規登録されます。 

尚、何も入力せずに先の項目に進んだ場合は、登録時に自動的に現在の 

最後の番号に１を足した番号が割り振られます。 

 

２．加工先名    登録する加工先について、マスタ登録されている仕入先コードを 

入力してください。該当する仕入先がある場合は隣の欄に、仕入先の 

名称が表示されます。また、該当する仕入先がない場合は該当なしを 

伝えるメッセージが表示されます。 

 

３．入力担当者   登録する担当者のコードを入力してください。 

該当する担当者がある場合は隣の欄に、担当者の名称が表示されます。 

また、該当する担当者がない場合は該当なしを伝えるメッセージが 

表示されます。 

 

４．伝票日付    地金支給伝票の日にちを日付形式で入力してください。 

 

５．商品名(左側)  支給前の商品を入力してください。 

 

６．重量(左側)   支給前の商品重量を入力してください。 

 

７．単価      指定商品の単価を入力してください。 

既定値として前回設定された金額が表示されます。 

 

８．金額      支給前の商品金額が表示されます。 
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９．商品名(右側)  支給後の商品を入力してください。 

 

10．換算重量    支給前の商品及び、支給後の商品の換算率が表示されます。 

          尚、換算率は換算地金登録にて入力してください。 

 

11．重量(右側)   支給後の商品の重量を入力してください。 

 

12．へり％     支給によるへり率を表示します。 

 

13．登録(F1)ボタン 現在、入力されている各商品情報を登録し、地金支給入力を完了します。 

 

14．伝票削除(F8)ボタン 

  現在画面に表示されている伝票を削除します。 

このボタンをクリックするとパスワード入力画面が表示されます。 

 

 

 

パスワード入力後下記のメッセージが表示されますので、 

よろしければ「OK」をクリックしてください。 

削除を取り消す場合は「キャンセル」をクリックしてください。 

 

 

 

15．終了(F12)ボタン 

地金支給入力画面を終了し、メニューに戻ります。 
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812：地金戻し入力 

 

 

１．伝票番号    登録または更新する地金戻し伝票の伝票番号を入力してください。 

該当する伝票がない場合は新規登録されます。 

尚、何も入力せずに先の項目に進んだ場合は、登録時に自動的に現在の 

最後の番号に１を足した番号が割り振られます。 

 

２．加工先名    登録する加工先について、マスタ登録されている仕入先コードを 

入力してください。該当する仕入先がある場合は隣の欄に、仕入先の 

名称が表示されます。また、該当する仕入先がない場合は該当なしを 

伝えるメッセージが表示されます。 

 

３．入力担当者   登録する担当者のコードを入力してください。 

該当する担当者がある場合は隣の欄に、担当者の名称が表示されます。 

また、該当する担当者がない場合は該当なしを伝えるメッセージが 

表示されます。 

 

４．伝票日付    地金戻し伝票の日にちを日付形式で入力してください。 

 

５．商品名(左側)  変更前の商品を入力してください。 

 

６．重量(左側)   変更前の商品重量を入力してください。 

 

７．商品名(右側)  変更後の商品を入力してください。 
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８．重量(右側)   変更後の商品の重量を入力してください。 

 

９．単価      変更後の商品単価を入力してください。 

既定値として前回設定された金額が表示されます。 

 

10．金額      変更後の商品金額が表示されます。 

 

11．登録(F1)ボタン 現在、入力されている各商品情報を登録し、地金戻し入力を完了します。 

 

12．伝票削除(F8)ボタン 

  現在画面に表示されている伝票を削除します。 

このボタンをクリックするとパスワード入力画面が表示されます。 

 

 

 

パスワード入力後下記のメッセージが表示されますので、 

よろしければ「OK」をクリックしてください。削除を取り消す場合は 

「キャンセル」をクリックしてください。 

 

 

 

13．終了(F12)ボタン 

地金戻し入力画面を終了し、メニューに戻ります。 
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831：在庫一覧表(社内) 

 

 

１．出力年月    画面に表示する在庫一覧表の対象となる年月を指定します。 

          入力後、実行ボタンを押すと画面中央のリストに入力された年月の 

在庫一覧表が表示されます。 

          尚、年は西暦の下二桁を入力してください。 

 

２．印刷(F1)ボタン 画面に表示されている在庫一覧表を印刷します。 

 

３．プレビュー(F5)ボタン 

画面に表示されている在庫一覧表の印刷プレビュー画面を表示します。 

 

４．戻るボタン   フォーカスを出力年に移動します。 

 

５．終了ボタン   地金処理メニューへ戻ります。 
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832：在庫一覧表(地金) 

 

１．出力年月    画面に表示する在庫一覧表の対象となる年月を指定します。 

          入力後、実行を押すと画面中央のリストに入力された年月の 

在庫一覧表が表示されます。尚、年は西暦の下二桁を入力してください。 

 

２．処理区分    画面に表示する在庫一覧表の処理区分を入力します。 

          尚、入力値は １ ＝ 地金，２ ＝ 仕入先 となります。 

 

３．地金      画面に表示する在庫一覧表の地金を入力します。 

          尚、処理区分が １:地金 の場合のみ入力が可能です。 

 

４．加工先     画面に表示する在庫一覧表の加工先を入力します。 

          尚、処理区分が ２:仕入先 の場合のみ入力が可能です。 

          入力後、実行ボタンを押しますと、画面に在庫一覧表が表示されます。 

 

５．印刷ボタン   画面に表示されている在庫一覧表を印刷します。 

 

６．プレビューボタン 

画面に表示されている在庫一覧表の印刷プレビュー画面を表示します。 

 

７．戻るボタン   フォーカスを出力年に移動します。 

 

８．終了ボタン   地金処理メニューへ戻ります。 
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833：在庫調整リスト 

 
 

１．期間(年月)   画面に表示する範囲の期間を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、出力対象が同一日の場合、両項目に同じ日付を入力してください。 

          入力後、実行ボタンを押すと画面中央のリストに入力された年月の 

在庫調整リストが表示されます。 

 

２．印刷(F1)ボタン 画面に表示されている在庫調整リストを印刷します。 

 

３．プレビュー(F5)ボタン 

画面に表示されている在庫調整リストの印刷プレビュー画面を 

表示します。 

 

４．戻るボタン   フォーカスを期間に移動します。 

 

５．終了ボタン   地金処理メニューへ戻ります。 
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841：商品出納帳(地金) 

 

 

１．地金      画面に表示する商品出納帳の地金を入力します。 

 

２．期間(年月)   画面に表示する範囲の期間を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、出力対象が同一日の場合、両項目に同じ日付を入力してください。 

          入力後、実行ボタンを押すと画面中央のリストに入力された年月の 

商品出納帳が表示されます。 

 

３．印刷(F1)ボタン 画面に表示されている商品出納帳を印刷します。 

 

４．プレビュー(F5)ボタン 

画面に表示されている商品出納帳の印刷プレビュー画面を表示します。 

 

５．戻るボタン   フォーカスを地金に移動します。 

 

６．終了ボタン   地金処理メニューへ戻ります。 
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842：商品出納帳 

 

 

１．地金      画面に表示する商品出納帳の地金を入力します。 

 

２．取引先     画面に表示する取引先を入力します。 

 

３．期間(年月)   画面に表示する範囲の期間を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、出力対象が同一日の場合、両項目に同じ日付を入力してください。 

          入力後、実行ボタンを押すと画面中央のリストに入力された年月の 

商品出納帳が表示されます。 

 

４．印刷(F1)ボタン 画面に表示されている商品出納帳を印刷します。 

 

５．プレビュー(F5)ボタン 

画面に表示されている商品出納帳の印刷プレビュー画面を表示します。 

 

６．戻るボタン   フォーカスを地金に移動します。 

 

７．終了ボタン   地金処理メニューへ戻ります。 
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843：商品台帳(半製品) 

 

 

１．年度      画面に表示する商品台帳の出力年度を入力します。 

 

２．商品番号    画面に表示する範囲の商品番号を「下限」「上限」と指定します。 

          尚、出力対象が同一商品番号の場合、両項目に同じ商品番号を 

入力してください。 

 

３．デザイン    画面に表示する商品台帳のデザインを入力します。 

          入力後、実行ボタンを押すと画面中央のリストに入力された年月の 

商品出納帳が表示されます。 

 

４．印刷(F1)ボタン 画面に表示されている商品台帳を印刷します。 

 

５．プレビュー(F5)ボタン 

画面に表示されている商品台帳の印刷プレビュー画面を表示します。 

 

６．戻るボタン   フォーカスを年度に移動します。 

 

７．終了ボタン   地金処理メニューへ戻ります。 
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851：コスト調整処理 

 

 

１．出力年月    画面に表示する地金コストの対象となる年月を指定します。 

          入力後、「Enter」キーを押すと各画面リストに重量及び、台帳コストが 

表示されます。尚、年は西暦の下二桁を入力してください。 

 

２．PT，K，WG，Pd(上段) 

          コスト調整を行う単価を入力します。 

既定値には最近使用した地金単価が表示されています。 

 

３．PT，K，WG，Pd(下段)，ルース 

          各地金の重量及び、台帳コストからの平均単価が表示されています。 

          尚、下段は参照のみとなります。 

 

４．調整(F1)ボタン 各地金単価(上段)でコスト調整を行った結果を画面に表示します。 
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５．登録(F5)ボタン コスト調整額の登録を行います。 

このボタンをクリックするとパスワード入力画面が表示されます。 

 

 

 

パスワード入力後コスト調整額の登録を実行します。 

 

６．終了(F12)ボタン 

   地金処理メニューへ戻ります。 

 

 


